
（

舵

〕

一一、
幸
、
硅
、
１
圭
兎
一
祀
』

盲
…
一
一
」、
」市
、

寛
官

〕

七
一
貝
．

（
肥
〕

一一
蕃

書

覇

所

起

帽
里
巧
堵
一一一．、

（
盟
〕

牛

桐

（
２
）

着

照
コ

仁
加
）

克
掘
姦

河

具

『
ヅ

ー

フ
と

日

本
』

（
犬

正

十

一

年
、

広

文

舘
）

一

〇

七

頁
．

（
粥
〕

片

桐

「

江

戸

蕃

遺

詞

の

研

究
」

（
『
呵

蘭
一
陀
一
追

詞

の

研

究
し一

所

岐
）

参

照
、

（
帥
〕

片

嗣

「

天

文

台

詰

通

詞

に

つ

い

て
」

（一一．
阿

蘭

陀

通

詞

の

研

究
』

所

収
）

塞

昭
一
。

（
朗
）

片

構

一
御

内

用

方

通

詞
の

研

究
」

（
『
厨

蘭

陀

通

詞

の

研
究
』

所

収
）

塞

照
。

（
ヨｇ
）

片

桐

「
蘭

人

に
よ

る

献

上

・

進

物

残

品

の
販

売
」
（
『
青

山

史

学
』

第

八

号
、

昭

和

五

十
九

年

十
一

月
）
。

｛
側
）

片

桐

「
幕

末

に

お

け

る

異

国

船
応

接

と

呵

蘭

陀

通

詞

馬

場

佐

十

邸
」

（
『
海

事
史

研
究
』

第

十

号
、

昭

莉

四
十

三

隼
〕

参

照
。

舵

■

特

集

・

近

代

目

本
と

情

報

６

日
本
報
道
と
情
報
環
境

の
変
化

－

情
報
発
信
に
関
お
っ
た
外
人
ジ

ャ
ｉ
ナ
リ
ス
ト
小
史

ｉ

６

鈴

木

雄

雅

６

ほ

じ

あ

に

「
泰

平
の

眠

り

を

さ

ま

す

上
喜

撰

（
蒸

気

船
）

た

っ

た

四
杯

で

夜

も

眠

れ

ず
」

一

八
五

三

年

（
嘉

永

六
）
、

Ｍ

・
ペ

リ

ー
提

蕎

の

黒

船

が

浦

賀

沖

に
現

れ

た

と

き

に

読

ま

れ

た

有

名

な

川
柳

で

あ

る
。

一

行

の

中

に

『
Ｎ

Ｙ

ト

リ

ピ

ュ

ー

ソ
』

（
一

八

四

一

年

創

刊
）

の

特

派

員

ベ

ヤ

ー

ド

・

テ

イ

ラ

ー

（
宙

ξ

姜
昌

一
「
曼
－ｏ
ｉ

富

演

－

富
）

が

乗

り

込

ん

で

い

た
。

欧

米

が

中

国

に

続

い

て

日

本

の

門

戸

を

開

く

最

初

と

な

っ

た

こ

の

出

会

い

は
、

未

知

の

国

日

本

を

世

界

に

知

ら

せ

る

と

い

う
、

ジ

十

ー

ナ

リ

ス

ト

に

と

っ

て

い

わ

ば

本

能

の

よ

う

た

潜

在

的

な

眠

り

を

も

呼

び

起

こ

し
へ
」
と

い

え

た

い

だ

ろ

う

か
。

二

世

紀

半

続

い

た

鎖

国

は

国

際

コ
．…

ユ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ソ

の

中

で
、

数

々

た

る

受

盾

機

能

は

あ

っ

た

も

の

の
、

日

本

は

近

代

マ

ス

・

メ

デ

ィ

ア

の

発

達

に

取

り

残

さ

れ
、

発

信

機

能

は

ほ

と

ん

ど

ゼ

こ
」

近

い

状

態

で

あ

っ

た
。

以

未
、

近

代
［
口
本

の

杜

会

形

成

の

過

程

で
、

日

本

を

世

界

に
、

世

界

を

日

本

に

報

道

す

る

こ

と

に

意

欲

を

注

い

だ

内

外

の

ジ

ャ

ー

ナ

リ

ス

ト

は

少
■
な

く

な

い
。

し

か

し

な

が

ら
、

日

々

の

出

来

事

を

報

じ

る

こ

と

を

第

一

の

漠

命

と

す

る

ジ

ャ

ー

ナ

リ

ス

ト

は
、

舞

台

の

表

よ

り

も

裏

方

に

回

る

場

合

が

多

い
。

一

時

的

に

は

ス
ポ

ッ
ト

ラ

イ

ト

を

浴
び

て

も
、

歴

史

の

申

で

要
る

者

は

政

治

家

や

学

者
と

巽

な

り
、

彼

ら

が

成

し

遂

げ

た

努

カ

の
成

果

の

割

に

は

盟



評

価

の

対

象

に

な

る

こ

と

さ

え
・ま

れ

な

こ

と

で

あ

る
。

名

前
、が

残

る

こ

と

は

絶

対

数

か

ら

し

て

希

な

例

な

の

で

あ

ろ

う

か
。

ジ

十

ｉ

ナ

リ

ズ

ム

を

学

ぷ

学

生

に
、

ミ

ズ

ｉ

リ

号

艦

上

で

の

日

本

降

伏
一
記

事

を

送

っ

た

セ

オ

ド

ア

・

ホ

ワ

イ

ト

（、－一
忍
ｏ
昌
．
ｏ

幸

巨

員

岩

嵩

－

（
１
〕

〔
！
〕

塞
）

や

広

島

の

原

爆

報

道

を

世

界

に

流

し

た

ウ

イ

ル

フ

レ

ッ

ド

・

パ

ー

チ

一一

リ

ト

（
幸

蕎
『
＆

Ｏ
・
団

具
〔
幕

貝

Ｈ
岨
Ｈ
Ｈ
！

岩

窪
）
、

『
ニ

リ

ポ

ソ

日

＾
コ
〕

一
記
』

の

著

者

マ

ｉ

ク

・

ゲ

イ

ソ

（
…
塵
ユ
｛

Ｏ

ξ

Ｐ

宕

８

－

曽
）

の

・」
と

を

尋

ね

て

も
、

名

前

す

ら

聞

い

た

こ

と

が

な

い

と

答

え

る

者

が

大

半

で

あ

る
。

日
本

国

内

で

報

じ

ら
れ

た
彼

ら

の

死
亡

記

事

は

ベ

タ

程

度

し

か
な

い
。

毎

年

優

れ

た

国

際

報
道

に

寄

与

し

た

ジ

ャ

ー

ナ

リ
ス

ト

に

贈

ら
れ

る

「
ボ

ー

ソ

・

上

田

国

際

記

者

賞
」

を

誰

が

受

賞

し

た

か

は

知

っ

て

い

て

も
、

そ

の

中

身

に

つ

い

て

は

知

ろ

う

と

し

な

い
。

し

か

し
、

ジ

１

ー

ム

ズ

・

フ

ァ

目

－

ズ

は

知

っ

て

い

る
。

そ

れ

は

そ

れ

で

い

い

の

か

も

知

れ

な

い
。

ジ

十

ー

ナ

リ

ス

ト

は

目

陰

の

存

在

と

割

り

切

れ

ぱ
、

ジ

ャ

ー

ナ

リ

ス

ト

出

身

の

文

筆

家

や
作

家

で

名

を
遂

げ

た

老
が

歴

史

に
蔑

る

だ

け

で

も
、

そ

の
存

在
意

味

が

あ

る

と

理

解

で

き

な

い

こ
と

も
な

い
。

に

も

か

か

わ

ら
ず
、

本

稿

に
お

い

て

あ

え

て

日

本
が

西
洋

と

の

出

会

い

－

「
衝

突
」

と

い

い

換

え

て

も

い

い

Ｌ

幕

末

期

の

開

国
か

ら

第

二

次

世

界

大

戟

ま

で

の

間
、

日

本

に

関

す

る

報

道

を

世

界

に

発

信

し

た

外

国

人

ジ

ャ

ｉ

ナ

リ

ス

ト

を

で

き

る

だ

け

多

く

紹

介

し

よ

う

と

す

る

の

は
、

筆

者

に

よ

る

皇
、－
の

間

題

意

議

か

ら

で

あ

る
。

第

一

に
、

こ

れ

ま

で

薯

作

を

残

し

た

者

や

日

本

に

好

意

的

た

報

道

を

し

た

ジ

十

ー

ナ

リ

ス

ト

は
、

多

方

面

で

語

ら

れ

る

機

会

が

あ

っ

た

が

そ

５

で

た

い

者

も

数

多

く

い

た

事

実

を

系

統

的

に

明

ら

か

に

す

る

こ

と
。

し

た

が

っ

て
、

－
」
こ

で

は

や

や

（
」

）

人

物

事

輿
的

な
舞

説

に
慧

味

合

い

を

看

い

て

論

述

す
る

こ

と

を

お

許

し

頴
い

た
い
。

第

二

に

こ

こ

数

年
、

「
国

際

化
」

な

ど

と

い

う
官

製

の

施

策

に

の

っ

て

い

る

人

々

が
、

文

化

交

流

や

清

報

の

伝

播

に

お

い

て
、

ヤ

ス

・

メ

デ

ィ

ア

の

役

割
、

す

な

わ

ち

ジ

ャ

ー

ナ

リ

ズ

ム

機

能

の

存

在

意

味

を

ほ

と

ん

ど

無

視

し

て

い

る

こ

と

に

対

す

る
、

一

種

の

問

い

直

し

を

計

り

た

い

か

ら

で

あ

る
。

モ

ノ

・

コ

ト

で

は

な

く

ヒ

ト

［

ジ

占．

ー

ナ

リ

ス

ト

が

い

か

な

る

役

割

を

果

た

し

た

の

か
、

日

本

の

近

代

コ

ミ

ｉ

ニ

ケ

ー

シ

目

ソ

の

発

展

を

国

際

報

道

に

携

わ

っ

た

人

｛

を

と

お

し

て

考

察

し

て

み

た

い
。

四

一

九

世

紀

日

本
諸

報

じ
た

特

派

員

「
彼

ら

は

親

切

で
礼

儀

正

し

い
、

そ

し

て
多

く

は

友

好

的

で

あ

る
」

（
『
Ｎ
Ｙ

タ
イ

ム
ズ
』

一

八
五

四

隼

七

月

二

十

二

日
）

恐

ら

く

知

ら

れ

て

い

る

限

り
、

最

初

に

日

本

の

こ

と

を

報

じ

た

米

入

ジ

ャ

ー

ナ

リ

ス

ト
、

広

義

に

い

え

ば

西

欧

文

明

圏

か

ら

や

っ

て

来

た

特

派

＾
ミ
〕

員
は

窪

し
た
。

ニ
ァ
イ
ラ
、
か

差

註

い
が

言

ム

姦

を
前
に
ア
メ

ニ

・
ジ
十
－
ナ
ー
ズ
ム
に
お
い
て
は
日

奮

つ
い
て
の

嚢

が

盛

呈

が

。

た
。

隻

ば
、

、
ツ

ソ

ガ
ボ

ー
ル

・

フ

リ

ー

プ

ニ

＝

八

四

八

隼

互

一
日

付
に

嚢

さ

廷

漂

着

饗

の

ジ

一

ー

ジ

．

ホ

ウ
の
書

禦

ア
一
リ
カ
各
紙
店一
姦

さ
れ
て
世

雲

裂

し
た
こ

キ

長
崎

誓

中
の
米
入
船
員
の
引
き

晋

に

霧

し
た

警

を

塞

た
た

え
る

襲

が

、
。
。
一
ラ
ル

講

一
一

会

至

月
三

昼

に

嚢

さ
れ
、

己
本
遠
征

婁

言

ジ
十
－
ナ
ー
ズ
ム
が
遠
征
賛

成
論
．
反
対

論

隻

ち
上
げ
た

萎

が
山
雲
。

そ
れ
は
経
済
界

事

心
に
対
日
貿
易
一

轟

心
を
引

蓬

こ
す
世
論

凄

㌔

Ｌ
か
し
・

い
ず

苦

漂
流
者
や

当
時
と
し
て
は
第

姦

の
資
料
を

蒼

書
か

註

記

奪

雲

に
し
て
も
、

日
本
を
訪

廷

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ー
が
書
い

を

の
で

窪

い
。

ぺ

ζ

ル
ペ

亨

書

れ
の
テ
ィ
ラ
ー
は
、

一
九
歳
の

姜

か
ら

、
・
・

吉

三

↓

一

で
働
い
て
い

奈
・

ペ
リ
ー
還
征
に
直

藁

婁

詳

責

寡

。
た
。

そ
、し
で
一

雲

奮

た
彼
は

皇

で
香
港
ま
で
行
き
、

そ
こ
か
ら
よ
う
や
く
艦
隊
に
参
加

ミ

こ
の
歴
史
的

纂

喬

紙

に

送

る

こ

と

が

で

き

た

の

で

あ

る
。

一
八
六
四
年
士

月
二
十

吉

付

、
・
Ｙ
タ
イ

き

の
、．
幸

書

二

こ

童

－
き
旨
・
三

旨

葦

量

算

≡
．．
ご

始
ま
る
下
関

讐

一
畢

九
月
一
に

奪

る
四

竃

蟹

の

覇

姦

じ
た

襲

は

二

八
六

睾

九
月
十
二
日
・

神
奈
川
・

本
紙
特

資
一
で
終
わ
一
て
い

る
。

Ｊ

．
。

．
ブ

ラ

ツ

ク

に

孟

ば
、

一

八

六
七

年

百

二

十

四

日

に

碧

し

た

太

平

洋

郵

墾

一

号

の

＝

ラ

ド

号

で

・
Ｎ

Ｙ

一

ラ
ル

ド

ニ

ア
ル
フ
レ
ツ
ド
．

㌣

ラ
ー

産

、。

；

。
≡
。・一

が

繁

員

Ｏ

邑

Ｓ
畠

名
。・
雪

Ｏ

と
し
て

香

、

：

１

〒

ク
の

謹

企
業
が

萎

琶

た
と

雲

か
ら
、
、、
の
時
期
ま
で
の
日

秦

一
ユ
ー
ス
は
、

横
浜

套

の
英
字
紙
の

璽

者
か

姦

の

醤

地

窪

の

竃

人
の

乏

よ
る

も

の

で

あ

ろ

５
ｏ

続
く
米
人
ジ
十

ニ

ニ

ト
は

、
－
－
キ
旦
－
・
タ
イ
ム
ズ

；

八
七
七
－
八
○
年
一

詣

刊
・
た
Ｅ
ｌ
Ｈ

ニ

ウ
ス

蔓

竃

姜

毫

邑

。
。
目
蜆。
二

肇

」

§

一

で

雲
。

同
紙
が

皐

藩

肝
い
り
の
英
字

撃

考

た
と
い
う

糞

は
別
に
・
て

；

ボ
ス
ー
ソ

ニ

；

三

一

八
四
五
咋
一

か

着

八
年

、
、
、
ト
リ
ピ
ユ
、
ソ
・

零

じ
て
一用
北

撃

に

撃

繁

員
と
し
て
参
加
し
た

震

を
も
一
た
本
格
的

葦

ー
ナ

リ
ス
ト
中、
あ
つ
た
、Ｌ

志

記
し
て
お
く
べ

茎

あ

言
。

彼
が

書

す
る

ミ

か
け
は
、

一
八
六
〇
年

ニ

ニ

ー

乏

や
一
て
き

茱

村
擾
津

守
、

勝

海

舟

ら

幕

府
の

遺

米

使

節

団

に

対

面
し

た

か

ら

で

あ

る

と
い

う
。

一

ウ

ス

は

畠

閂
ト

、

キ

目

、
．

タ

イ

ム
ズ

ニ

創

刊

し
て

日
本

擁

護
論

差

嘉

に
、

・

｝

ア

・

ル

ー
ズ

号

葎

一

一
一

八
七

二

年
一

や

大

隈
重
信

昼

行
し
て
台

竃

兵

一
一
八
七

塁

の
様
子
を

、
・
・
ク
イ

き

特
派
員

一
一
八
七
〇
年
か
ら
一

と
し
て
報
道
し
て
い
ゑ

妄

拓 目本 報 道 と 惜 報 環 境 ｏ 変化



み

に

こ

の

征

台
の

役

に

は

『
東
京

日

日

新

闇
』

の

岸

田
吟

香

（
一

八

三
三

ｉ
一

九
〇

五
）

が

胃

本

人
初

の

従

軍

記

者

と

し

て
派

遣

さ

れ
、

派

員

の

意

味

を

新

闘

界

に

知

ら

し

め

る
－
」
と

に

な

っ

た
古

一

八
七

九

年

（
明
治

十

二
）

の

前

大

統

領
グ

ラ

ソ

ト

将

軍

来

日
は

日
米

間

に

と

っ

て

開

国
後

の

一

犬

イ
ペ

ソ

ト

で
あ

っ

た

に

蓮
い

た

い

＾
皿
一

の

ヤ

ソ

グ

（
』
ｏ
げ
＝

弟

冨

邑

■
ｏ
昌

閑
し

実
ｏ
ｉ

ε
）

が

『
Ｎ

Ｙ

ヘ

ラ

ル

ド
』

の

特

派

員

と

し

て

随

行

し

て

い

る
。

ま

た

『
サ

ソ

フ

ラ

ソ

シ

ユ

グ
ザ

ミ
ナ

ー
』

（
一

八
六

五

年

創
刊
）

も
、

一

八

九

一

年
に

起

き

た

濃

尾

大

地

震

の

轍
道

の

た

め

に

特

派

員

を

送
っ

て

き

た
。

戦
争
特

コ 作

家

脆

「
こ

こ

四

年

間

の

日

本

の

発

展

ぽ
、

最

近

に

お

け

る

最

も

注

目

に

値

す

る

現

象

の

一

つ

で

あ

る

の

み

な

ら

ず
、

人

類

の

精

神

史

に

お

い

て

最

も

著

」

い

現

象

の

一

つ

で

あ

る
。

」

（
『
ザ

・

タ

イ

ム

ズ
』

一

八

七

三

年

八

月

二

十

八

日
）

周

知

の

と

お

り
、

『
イ

ラ

ス

ト

レ

イ

テ

ィ

ソ

ド

・

ロ

ソ

ド

ソ

・

ニ

ュ

ー

ス
由

（
一

八

四

二

年

創

刊
）

の

元

特

派

員

チ

ャ

ー

ル

ズ

．

ワ

ー

グ

マ

ソ

（
ｏ

冨

ユ

田

幸
一
轟

昌

彗
一

富

篶

～

自
）

は

自

身

が

創

刊

し

た

『
ジ

十

パ

ソ

・

パ

ソ

チ
』

（
一

八

六

二

年

創

刊
）

を

と

お

し

て

唱

本

の

政

治

・

杜

会

．

文

化

を

描

き

続

け
た
。

彼

の

署
名

入

り

の

通

信

文

と

挿
絵

は

一

八

八

七

年

（
明

治
二

十
）

ま

で

事

あ

る
ご

と

に

目
本

事

情

を

世

界

に
紹

介

し

た
。

も

っ

と

も
、

－」
の
時

期

日

本

国
内

の

外

人

居

留

地

で
発

刊

さ

れ

た

欧

字

紙

の

編

集
に

関

与

し

た

外

国

人

は
多

か
れ

少
な

か

れ

イ

ギ

リ
ス

人

で

あ

っ

た
。

隈

ら

れ

た

読

者

に

し

か

読

ま

れ

な

か

っ

た

と

は

い

え
、

海

外

向

け

に

も

刊

行

さ

れ

て

い

た
・
」
れ

ら

欧

字

紙

は
、

各

国

領

事

が

日

本

の

国

内

事

＾
ｕ
〕

清

を

把

握

し
、

本

国
の

政

策

決

定

に
影

響

を

与

え

る

材

料

と
し

て

多

く

使

わ

れ

た
。

イ

ギ

リ

ス

と

い

え

ば
、

先

ず

『
ザ

・

タ

イ

ム
．ス

』

（
一

七

八

五

年

創

刊
）

と

目

イ

タ

ー

通

信

社

（
一

八

五

一

年

創

立
）

が

一

九

世

紀

か

ら

の

二

〇

世

紀

に

か

け

て

影

と

た

り

目

向

と

な

っ

て

犬

英

帝

国

を

つ

く

り

あ

げ

た

メ

デ

４

ア

と

し

て

知

ら

れ

る
。

『
ザ

．

タ

イ

ム

ズ
』

は

こ

の

時
、

世

界

最

初

の

プ

目

フ

田

ツ

ツ

亘

ナ

ル

な

海

外

特

派

員

ウ

ィ

リ

ア

ム

・

Ｈ

ニ
フ

ッ

セ

ル

（
幸

…

雪
自

匡
ｏ
幸

彗
ｏ

宛
畠

詔
一一・

Ｈ
電
ｏ
－

畠

ミ
）

を

生

み
、

ク

リ

ミ
ア

戦

争

（
一

八
五

三

－

五

六

年
）

を

皮

き

り

に

紙

面

に
お

け

る

国

際

報

道
、

と

り

わ

け

戦
争

報

道

の

重

要

性

の

原

点
を

作

っ

た

新

聞

で

あ

る
。

同

紙

の

日

本

通

信

員

で

薯

名

な

一

人

は
、

観

目

派

英

字

紙

の

代

表

格

『
ジ

ャ
。ハ

ソ

・

メ

ー

ル
』

所

有

主

兼

主

筆

の

フ

ラ

ソ

シ

ス

・

ブ

リ

ソ

ク

リ

＾
皿
〕

１

（
ヨ

彗

巳
蜆

巾
Ｈ一
＝
三
〇
宇

冨
｛
Ｈ
－
－
岩

嵩
）

で

あ

る

が
、

も

う

一

人

Ｈ

・

Ｓ

・

パ

ｉ

マ

ー

（
匡

雪

毫

㎝
君

昌

彗

、
邑
冒

雪
一

Ｈ
竃
ｏｏ
－

竈
）

が

い

る
。

こ

れ

ま

で

は

ジ

十

－

ナ

リ

ス

ト

と

し

て

よ

り

も

我

が

国

初

の

近

代

水

道

の

生

み

の

親

と

な

っ

た

お

雇

い

外

国

人

と

し

て

知

ら

れ

た

人

物

だ

が
、

日

＾
岨
〕

本
の

不
平

等

条

約

改
正

の

後

押

し

を

す

る

記
事

を

送

っ

た

通

信

員

と

し
て

も
、

評

価

さ

れ

る

よ

５

に
た

っ

た
。

パ

ー

マ

ー

は
一

八
八

四

年

か

ら

九

＝

隼

ま

で

『
ザ

・

タ

イ

ム

ズ
』

に

記

事

を

送

っ

て

い

る
。

と

こ

ろ

が
、

九

一

年

外

信

部

次

長

に

就

い

た

Ｄ

・

Ｍ

・

ウ

ォ

レ

ス
（
Ｏ
ｏ
畠

巨

塞

害

ぎ

目
－

旺
ｏ

幸
葭
＝
與
冨
）

は
、

中

国

と

同

様

日

本

の

動

静

に

つ

い

て

で

き

る

だ

け

完

全

な

情

報

資

料

を

確

保

す

る

よ

う

促

し
、

そ

の

結

果
、

東

京

常

駐

の

＾
Ｈ
）

通

信

員

は

『
メ

ｉ

ル
』

の

ブ

リ

ソ

ク

リ

ー

が

パ

ｉ

マ

ー

に

と

っ

て

代

わ

る

こ

と

に

な

っ

た

の

で

あ

る
。

同

じ

よ

う

な

特

派

員

に
、

当

時

英

領

自

治

植

民

地

だ

っ

た

オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ア

の

メ

ル

ポ

ル

ソ

紙

『
ジ

・

エ

イ

ジ
』

出

身

の

Ｇ

・

Ｅ

・

モ

リ

ソ

ソ

（
０
８
『
習

卑

コ
窒
Ｈ

宮
ｏ
『
ユ
蜆
ｏ
＝一

冨

竃
－
－
］
竃

ε

が

い

る
。

”
チ

十

イ

ニ

ー

ズ

・

モ

リ

ソ

ソ
”

の

異

名

で
、

中

国

通

の

極

東

特

派

員

の

彼

は

一

度

＾
拍
〕

も

日

本

駐

在

に

は

な

ら

な

か

っ

た

が
、

「
日

露

戦

争

を

画

策

し

た

男
」

が

い

た

こ

と

も

よ

う

や

く

知

ら

れ

る

よ

う

に

な

っ

た
。

パ

ー

マ

ー

や

モ

リ

ソ

ソ

の

活

動
は

い

ず

れ

も
特

派

貞

と

し

て

の

本

分

を
逸

脱
し

た

行

為

と

し

て

責

め

ら

れ
る

点

も

あ

ろ

う

が
、

少

な

く
と

も

日

本

の

立

場

を

世

界
に

訴

え

よ

５
と

し
へ
」
薪

閲

人
の

一

人

と

し

て

評
価

さ

れ
る

か

も

知

れ

な

い
。

特

派
員

と

は

何

か

を

考

え

さ

せ

る

存
在

で

あ

る
。

一

方

の

肩

イ

タ

ー

通

信

は
、

電

信

が

ア

ジ

ア

に

向

け

て

走

り

始

め

る

軌

跡

に

乗

る

か

の

よ

ら

に

進

出

し

て

来

る
。

一

八

七

二

年

東

方

開

拓

使

と

し

て

知

ら

れ

る

ヘ

ソ

リ

ー

．

Ｍ

・

コ

リ

ソ

ズ

を

日

本

に

送

り

込

ん

だ
。

そ

れ

以

前

に

横

浜

で

は

マ

ク

マ

ホ

ー

ソ

（
申

■

舳
。

竃

習

昌

ぎ

冨
）

が

口

＾
蝸
〕

イ

タ

ー

通

信

の

代

理

店

と

し

て

営

業

し

て

い

た
。

ロ

イ

タ

ー

は

そ

の

後

長

い

間
、

有

名

な

ジ

目

ソ

・

ラ

リ

セ

ル

・

ケ

ネ

デ

４

１

（
旨

野

宛

畠

需
自

穴

彗

冨

号
）

が

支

配

人

と

し

て

君

臨

す

る

（
一

＾
π
〕

九

一

四

－

二

五

年
）

が
、

彼

の

後

を

継

い

だ

の

は

マ

ル

コ

ム

・

ダ

ソ

カ

ソ

・

ケ

ネ

デ

ィ

ー

（
三

と

ｓ

昌

Ｕ

冨
ｏ
彗

宍
ｏ
…

＆

｝
）

で

あ

る
。

ダ

ソ

ヵ

ソ

．

ヶ

ネ

デ

４

１

＾
Ｊ

．

Ｒ

・

ケ

ネ

デ

ィ

ー

と

ほ

姻

戚

関

係

な

し
）

は

一

八

九

五

年

ユ

ジ

ソ

パ

ラ

に

生

ま

れ
、

第

一

次

大

戦

で

は

英

陸

軍

大

尉

と

し

て

従

軍

し

た
。

彼

は

『
シ

カ
．コ

・

デ

イ

リ

ー

・

ニ

ュ

ー

ズ
』

通

信

員

も

兼

ね

て

い

た

が
、

一

九

二

五

年

か

ら

三

四

年

ま

で

ロ

イ

タ

ー

日

本

代

表

を

務

め

た
。

一

九

世

紀

の

ヨ
本

－
１

特

派

員
・」
そ

送

ら
な

か

っ

た

も

の

の
、

自

国

の
意

思

に
か

か

わ

ら

ず

一

躍

世

界

の

舞

台
に

踊

り

出

た

こ

の
国

に

関

心

を

も

っ

た

の

は

新

聞

と

い

う

メ

デ

ィ

ア

の

性

格

上
、

至

極

当

然

の

こ

と

で

あ

る
。

フ

ラ

ソ

ス

の

『
ル

・

モ
一一

ト

ゥ

ー

ル

・

ユ

ニ

ヴ

土

ル

セ

ル
』

や

『
イ

リ

ｉ

ス
・Ｆ
ラ

シ

オ

ソ
』

（
一

八

四

三

年

創

刊
）
、

『
ル

・

モ

ソ

ド

・

イ

リ

ニ

ス

ト

レ
』

（
一

八

五

七

年

創

刊
）
、

ド

イ

ツ

の

『
ハ

ソ

ブ

ル

グ

シ

岨

ソ

．

コ

レ

ス

ポ

ソ

デ

ソ

ト
』

ニ

ソ

プ

ル

グ

．

ニ

ュ

Ｌ
ス
』

た

ど

が

日

本

関

係

記

事
、

挿

絵

を

掲

載

し

た
。

い

ず

れ

も
、

目

本

国

内

で

発

行

さ

れ

た

欧

字

紙

．

中

国

の

英

字

紙

・

当

時

最

も

日

本

側

に

近

か

っ

た

オ

ラ

ソ

ダ

筋

か

ら

の

管

報
、

外

交

官

や

貿

易

商

人

な

ど

の

私

信

が

一
；

ー

ス

ソ

ー

２７ 日 本 報王薗と†膏報…買‡竜 の 変イヒ



ス

と

し

て

使

わ

れ

て

い

た
。

し

か

Ｌ
た

が

ら
、

日

清
戦

争

（
一

八

九

四

－

九
五

年
）、

日
露

戦

争

（
一

九

〇

四
－

〇
五

年
）

を

起

こ

し
、

ア
ジ

ア

の

小

国

か

ら

日

本

が

欧

米

列

国

の

伸

間

入

り

を

果

た

す

過

程

で
、

舞

台

を

国

外

に

移

し

た

日

本

報

道
、

特

派

員

は

増

大

す

る
。

ま

ず
－
」
れ

ま

で

の

英

・

米

・

仏

三

国

に

加

え

て

ド

イ

ツ

が

こ

れ

に

加

わ

っ

た
．
『
プ

ラ

ソ

ク

フ

ル

タ

ー

・

ツ

ァ

イ

ト

ゥ

ソ

グ
』

（
一

八

五

六

年

創

刊
）

の

ゴ

ー

ル

ド

マ

ソ

（
Ｏ
『一
勺

豊
一

〇
〇
竃

目

彗
）

や

ア

ル
ブ

レ

ヒ

ト

・

ヴ

ィ

ル

ヒ

ト

で

あ

る
。

外

務

省

に

届

け

ら

れ

た

日

清

戦

争

時

の

従

軍

記

者

願

出

に

よ

れ

ば
、

以

上

四

か

国

許

可

・

不

許

可

を

含

め

そ

の

数

ニ
ハ
人
。

旅

順

虐

殺

事

件

（
一

八

九

四

年
）

報

道

の

『
Ｎ

Ｙ

ワ

ー

ル

ド
』

特

派

員

ジ

ェ

ー

ム

ス

・

ク

リ

ー

ル

マ

ソ

（
旨

昌

鶉

９

８
〒

〔
嘔
）

目

書
一

－
ｏ。
渥

－
－
曽
蜆
）

に

つ

い

て

は
、

大

谷

論

文

が

詳

し

い
。

国

内

で

Ｆ

イ

ツ

系

の

英

字

紙

が

創

刊

さ

れ

た

の

は
、

一

八

九

二

年

（
明

治

二

十

五
）

と

遅

い
。

ユ

フ

・

シ

目

ダ

こ

と

シ

ュ

ロ

イ

ダ

ー

（
丙

碧
一
〇

＾
１目
〕

ｂ

彗

亘

胃

彗
目

ω
〔
耳
ｏ
＆

雪
〕

の

『
イ

ー

ス

タ

ソ

・

ワ

ｉ

ル

ド
』

（
■

婁

詩

§

き

ミ
具

Ｈ
ｏｏ
竃

』
一
ω
－

竃

実
一

二
一

崖
）

が

最

初

で

あ

る
。

プ

ロ

ツ

ア

の

ケ

ー

ニ

リ

ヒ

ペ

ル

グ

（
現

カ

リ

ニ

ソ

グ

ラ

ー

ド
）

生

ま

れ

の

シ

ュ

埠

イ

ダ

ー

は

一

八

八

一

年

に

采

目
、

一

時

期

司
ジ

十
快

ソ

・

ヘ

ラ

ル

ド
』

の

編

集

に

参

加
。

一

九

〇

四

年

か

ら

一

九

年

ま

で

高

級

紙

『
フ

ォ

ソ

シ

ソ

シ

田

・

ツ

ァ

イ

ト

ゥ

ソ

グ
』

の

通

信

員

も

し

て

い

る
。

『
イ

ー

ス

タ

ソ
・

ワ

ー

ル

ド
』

が

比

較

的

短

命

で

終

わ

っ

た

の

は
、

ド

イ

ツ

総

領

事

を

申

心

と

し

た

人

々

が

ド

イ

ツ

語

の

週

刊

紙

『
目

独

郵

報

（
ド

イ

チ

呈

・

ヤ

ー

，ハ

ン

・

ポ

ス

ト
）
』

（
ｂ
由
ミ

賞

ぎ

§

§

、
ｏ
包
）

を

一

九

〇

二

隼

四

月

に

創

刊

し

た

か

ら

で

あ

り
、

マ

ル

ト

ゥ

ソ

グ

（
芦

竃

巴

巨

品
）
、

オ

ス

ワ

ル

ド

（
巨
－

ｏ
皿
幸
凹－
口
）
一
か

編
…
集

に

あ

た

つ

た
。

付

け

加

え

て

お

く

と
、

『
日

独

郵

報
』

と

と

も

に

ド

イ

ツ

系

機

関

紙

の

役

割

を

果

た

し
、

目

本

に

蔚

け

る

ド

イ

ツ

権

益

擁

護

を

主

張

し

た

の

が
、

一

九

〇

五

年

か

ら

対

独

宣

戦

布

告

の

繕

果

廃

刊

に

追

い

込

ま

れ

る

一

九

一

四

牢

ま

で

の

『
ジ

ャ
。ハ

ソ

・

ヘ

ラ

ル

ド
』

で

あ

る
。

主

筆

は

引

き

続

き

イ

ギ

リ

ス

人

の

ト

ｉ

マ

ス

・

サ

リ

チ

ュ

ル

（、
；
Ｏ
昌

雷

ω
呂
Ｏ
訂
一
Ｆ

Ｈ
ＯＯ
實

－

岩

８
）

だ

っ

た

が
、

対

日

批

判

の

代

表

紙

も

ド

イ

ッ

系

商

杜

に

買

収

さ

れ

た

か

ら

で

あ

る
。

盟

一
一

日

露

載

争

と

外

人

特

派

員

日
露

戦

争

に

な

る
と
、

特

派

員

は

数

倍

に

膨

れ

上
が

る
。

日

露

戦

争

に

は

五

六

人

の

外

人

記

者

団

が

外

務

省

管

轄

の

も

と

に

派

遣

さ

れ

た
。

内

訳

は

イ

ギ

リ

ス

三

三
、

ア

メ

リ

カ

一

八
、

フ

ラ

ソ

ス

ニ
、

＾
㎜
〕

ド

イ

ッ

ニ
、

イ

タ

リ

ア

一

で

あ

る
。

仁

川

沖

で

日

本

海
軍

が

肩
シ

ア

艦

隊

を

攻
撃

し

て

日

露

戦

争

が

始

ま

っ

た

の
は
、

一

九

〇

四

年
二

月

八

日
。

日

本
が

一

躍

世

界

の

耳

目
を

集

め

る

よ

５

に

な

っ

た

の

は
、

そ

れ

よ

り

数

十

か

月

前

か

ら

で

あ

る
。

と

く

に

一

九

〇

三

～

〇

四

年
、

戦

争

不

可

避

の

空

気

が

濃

厚

に

な

る

に

つ

れ

て
、

戦

争

報

道

の

た

め

に

世
界

中

か

ら

二

〇

〇

人
を

超

す

ジ

中

ー

ナ

リ
ス

ト
が

こ

の

地

を

目
指

し

て

や

っ

て

来

た
。

そ
の

多

く

は

米

西

戦

争

（
一

八

九

＾
■
〕

八

年
）

や

南

阿

戦

争

（
一

八

九

九

－

一

九
〇

二

年
）

と

い

っ

た

戦

争

報
道

の

経

験
が

あ
る

特

派

員
、
ジ

ャ
ー

ナ

リ

ス

ト
だ

っ

た

が
、
新

参
者

も

い

た
。

と

こ

ろ
が

戦

争

敢
材

の

た

め

の

先

の

記

者
団

の

第

一

陣
が

出

発

し

た
の

は
、

東

京
で

数

か

月

も

待

た

さ

れ
た

あ
け

く

の

四

月

に

な
っ

て

か

ら
。

そ

の

た

め
、

中

に

は

バ

ｉ

ス

ト

系

『
Ｎ

Ｙ

ジ

中

ｉ

ナ

ル
』

『
サ

ソ

フ

ラ

ソ

シ

ス

コ

・

エ

グ

ザ

ミ

ナ

ー
』

特

派

員

の

扁

書

を

も

っ

た

小

説

家

ジ

ャ

ソ

ク

・

目

ソ

ド

ソ

（
旨

ｏ
斥

－

昌

ぎ

貝

－
ｏｏ

豪

－

崔

嵩
）
、

『

コ

リ

ア

ー

ズ

・

ウ

ィ

ー

ク

リ

ｉ
』

の

従

軍

カ

メ

ラ

マ

ソ
、

ダ

ソ

（
肉
ｏ
訂

津

Ｆ
・
Ｏ
＝

≡

）

ら

の

よ

う

に
、

開
戦

直

前

の

二

月

初

め

に
は

早

く

も

一

番

乗

り
を

果

た

し

た

者

も
い

る
。

目

ソ

ド

ソ

の

『
デ

イ

リ

ー

・

ク

ロ

ニ

ク

ル
』

も

急

違
、

神

戸

在

住

の

英

入

ト

ー

マ

ス

・

Ｃ

・

コ

ー

ユ

ソ

（
→

ぎ

目

鶉

Ω

彗
斥

ｏ
ｏ
幸

雪
一

嵩

８

１

冨

８
）

と

ア

ー

ネ

ス

ト

・

Ｔ

・

ペ

セ

ル

（
向
賞

完

筆

一、
ぎ

目

鶉

宙
黒

寿

戸

轟

§

－

ε
ｏ
㊤
）

の

二

人

を

特

派

し

た
。

後

に

彼

ら

に

代

わ

っ

て

ベ

テ

ラ

ソ

の

特
派

員

ジ

亘

ー
ジ

・
リ

ソ

チ

（
ｏ
８
轟
ｏ

■
苞

争
）

を

送

り

込

ん

で

い

る

（
目

露

戦

争

に

派
遣

さ

れ

た

主

な

各

国

特
派

員

は

表

ユ

の

と

お

り
）
。

コ

ー

エ

ソ

と

ペ

セ

ル

は

日

本

の

ジ

十

－

ナ

リ

ズ

ム

に

少

な

か

ら

ず

関

係

の

あ

っ

た

人

物

で

あ

る
。

目

ー

ク

シ

ャ

ー

生

ま

れ

の

Ｔ

・

Ｃ

・

コ

ー

ニ

ソ

は

父

・

二

人

の

兄

と

も

著

名

な

ジ

十

ー

ナ

リ

ス

ト

だ

っ

た
。

彼

も

『
番

港

テ

レ

グ

ラ

フ
』

の

特

派

員

と

し
て

一

八

九

〇

隼

極

菓

に
や

っ

て

来

て
、

日

清

戦
争

に

は

『
ザ

・

タ

イ
ム

ズ
』

の

通

信

員

と

し
て

従

軍
。

頭

本

元

貞
が

一

八

九
七

隼

『
ジ

ャ

パ

ソ

・

タ

イ

ム

ズ
』

を

創

刊

し

た

と

き
、

主

筆

と

し

て

招

贈

さ

れ

て

い

る
。

一

時

期

『
ジ

十

パ

ソ

・

ガ

ゼ

ッ

ト
』

の

編

集

人

で

も

あ

っ

た
。

一

方
、

ブ

リ

ス

ト

ル

生

ま

れ

の

ベ

セ

ル

は

一

八

九

九

年

頃
、

神

戸

に

や

っ

て

来

た
。

兄

の

＾

ー

パ

ー

ト

と

と

も

に

ベ

セ

ル

兄

弟

会

杜

を

設

立

し

毛

織

物

業

を

営

む

が
、
つ

ま

く

い

か

ず
、

日

露

戦

争

特

派

員

と

し

て

韓

国

に

渡

っ

た

彼

は

コ

ー

エ

ソ

の

協

力

の

も

と
、

一

九

〇

四

年

ソ

ウ

ル

で

韓

・

英

語

の

新

聞

『
大

韓
』、瑚
日

申

報
』

を

創

刊

し

て

い

る
。

彼

自

身
、

神

戸

時

代

に

薪

聞

の

発

刊

を

考

え

て

い

た

よ

う

で

も

あ

る
。

ペ

セ

ル

は

ま

た

韓

国

で

『
デ

イ

リ

ー

．

ク

ロ

ニ

ク

ル
』

ば

か

り

で

な

く
、

Ａ

Ｐ

通

信

と

関

係

し

て

い

た

数

少

な

い

新

聞

人

で

も

あ

る
。

２目 日軍 瑞王ヨ宣 と 情 報 環寡…の 変 化
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番
■丁

二し因二

ス’ダ

ニニζ豊

ソツ

７

』

ヌ

ク

プ

一
一

ス

ズ

ク

』

ムイ

一

一

ザ

デ

デ

国英

二ニニ＝；

コトスポグソ’」モ『

ンドソ目

ニ

テ

一

レ

ソ

ス

ス

イ

争親ア

乱場

セ

Ａ兼

ｖＦ

八

Ｗ

ス

」

／

グ

仏 国

伊 国

＝イ リ ュ ス 盲 ラ シ ナ ソコ ＲＥ冨ヨ冊 Ｉｄ Ｋ且ｎｎ 〔 南 呵 戦 争〕
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争）．
ｒ Ｗ ヘ ラ ル ド＝， Ｆ 閉 ｏｄ呂 Ｍ・⊂・１１宮亘ｈ （兼 了 ガ ー デ ー 〃 ；，
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出 所 １Ｃｈｉｏ・Ｓｏｋ Ｃｈｏｎ昌（１９昌７
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， 口ｐ．４２６＿４ 珊〕 た ど か ら 作 成．

帥

ペ

セ

ル

は

旦
露

戦

争
特

派

員

に

指

名

さ

れ
た

前

後

を
、

次

の

よ

う

に
述

懐

し

て

い

る
。

「
私

は

『
デ

イ

リ

ー

．

ク

目

ニ

ク

ル
』

の

特

派

員

と

し

て
、

開

戦

直

後

に

渡

韓

し

た
。

『
ク

同

ニ

ク

ル
』

か

ら

の

指

令

は
、

同

紙

の

編

集

方

針

は

親

日

派
で

あ

り
、

私

の

通

信
は

そ

の

方

針

に

適

さ

な

け

れ
ぱ

な

ら

な

い

と

い

う

も

の
だ

っ

た
。

当

時

私

は

そ
の

立
場

を

素

直

に

受

け
入

れ

る
，」
と
が

で

き

た
が

結

果

的
に

は
、

東

方

に

配

し

た

通

信

員
よ

り

も

目

ソ

ド

ソ

に

駐

在

す
る

目

本

代

表

か

ら

よ
り

多

く

か

つ

よ

り
新

し

い

（
四
〕

清

報

を

得

る
－
」
と

が

で

き

る

か

ら

と

の

理

由

で
、

私

を

解

雇

し

た
。

」

こ

の

時
期

を

境

に

多

く

の

外
人

特

派

員

が

日

本

に

常
駐

し
、

日

本

発

の

報

道
が

活

発

化

す

る
。

し

か

し
、

そ

れ

は

ま

た

国
際

記

者

組
織

の
結

成

（
一

九

〇

九
年
）

の

よ

う
た

「
情
報

環

境

の

進

展
」

と

い

ら

よ

り

も
、

英

字

紙

に

お

け
る

反

日

・

親

目

と

い

っ

た

報

道

対

立
そ

し

て

国

策

に
よ

る

統

廃

合

に

突

っ

走

る

「
暗

い

時

代
」

を

迎

え

る

も

の

で

あ

っ

た
。

と
・」

ろ

で
、

『
Ｎ

Ｙ

タ

イ

ム

ズ
白

（
一

八

五

一

年

創

刊
）

は

今

で

こ

そ
、

ア

メ

リ

カ

を

代

表

す

る

高

級

紙

だ

が
、

一

八

九

六

年

に

ア

ド

ル

フ

・

Ｓ

オ

ヅ

ク

ス

（
き
圧
ｏ
５
『

ω・
ｏ
〔
－一
閉
）

が

世

に

忘

れ

去

ら

れ

て

い

た

よ

５

た

同

紙

を

買

い
、

起

死

回

生

の

ご

と

く

よ

み

が

え

ら

せ

る

ま

で
、

す

な

お

ち

一

九

世

紀

後

半

に

飴

い

て

は
、

他

の

ア

メ

リ

カ

紙

の

方
、

例

え

ば

Ｊ

・

ピ

ュ

ー

リ

ソ

ツ

ア

ｉ

の

『
Ｎ

Ｙ

ワ

ー

ル

ド
』

（
一

八

六

〇

年

創

刊
）

や

Ｗ
・

Ｒ

．

ハ

ｉ

ス

ト

の

『
Ｎ

Ｙ

ジ

十

ｉ

ナ

ル
』

（
一

八

八

二

年

創

刊
）

の

方

が

ず

っ

と

発

行

都

数

が

多

か

っ

た

し
、

権

威

的

に

も

『
Ｎ

Ｙ

タ

イ

ム

ズ
』

を

圧

劇

し

て

い

た
。

そ

れ
が

変

貌

を

遂

げ

る

要

因

の

ひ

と

つ

に
、

一

九

〇

一

年

イ

ギ

リ

ス

の
古
同
級

紙

同
ザ

・

タ

イ

ム

ズ
』

と

提

携

し
、

北

米

に

お

け

る

『
ザ

・

タ

イ

（
盟
〕

ム

ズ
』

の

＝

．一

－

ス

配

信

を

全

面

的

に

独

占

で

き

る

こ

と

に

た

っ

た

こ

と

を

あ

げ

る

こ

と

が

で

き

る
．

そ

の

結

果
、

『
Ｎ

Ｙ

タ

イ

ム

ズ
』

は

「
権

威

あ

る

世

界

的

規

模

の

一
二

－

ス

．

サ

ｉ

ピ

ス
」

を

提

供

で

き

る

よ

う

に

な

り
、

と

く

に

日

露

戦

争

時

に

発

揮

さ

れ

た

の

で

あ

る
。

こ

の

提

携

か

ら
、

戦

争

特

派

員

と

し

て

日

露

戦

争

に

従

軍

し

た

ラ

イ

オ

ネ

ル

・

ジ

岨

ｉ

ム

ズ

（
＝

畠

旦

旨

冒

窃
）

は
、

『
ザ

・

タ

イ

ム

ズ
』

『
Ｎ

Ｙ

タ

イ

ム

ズ
』

両
紙

の

特

派
員

と

い

う

肩

書

を

も

っ
て

い

た
。

Ｌ

．

ジ

ェ

ー

ム

ズ

は
、

戦

争

報

道

に

お

け

る

無

線

の

効

用

を

最

初

に

教

え

て

く

れ

た

男

か

も

知

れ

な

い
。

南

阿

戦

争

特

派

員

を

経

験

し

た

ジ

血

ｉ
ム
ズ

は

マ

ル

コ

ニ

ｉ

の

無
線

技

術

を

改

良

し

た
デ

フ
ォ

レ

ス

ト

無

線

機

を

積

み

込
ん

だ

海

門

号

（
＝
割
昌

昌
）

を

借

り
上

げ
、

開

戦

前

か

ら

戦

〔
趾
）

時

中

を

と

お

し

て

ま

さ

に

〃
ス

パ

イ
〃

顔

負

け

に

清

譲

蚊

集

活

動

を

行

っ

た

の

で

あ

る
。

フ

イ

リ

ソ

プ

．

ナ

イ

ト

リ

ー

が

い

う

よ

う

に
、

特

派

員

の

黄

金

時

代

が

終

わ

る

第

一

次

大

戦

中

か

ら

の

ボ

リ

シ

岨

ピ

キ

革

命

（
一

九

一

七

年
）

日 本幸呈三首と｛竃串呈…毒境 ｏ垂亘｛ヒ帥



｛
拓
〕

で

は
、

菓

京

が

あ

る

意

味

で

ニ

ュ

ー

ス

の

集

配

地

で

あ

っ

た
。

ま

た

ロ
パ

ー

ト

・

Ｗ

ニ
ア

ズ

モ

ソ

ド

に

よ

れ

ば
、

目

本

発

．
二

ｉ

ス

が

膨

れ

た

の

２

は
、

一

九

二

八

年

の

昭

和

天

皇

の

即

位

蒔

で

あ

り
、

翌

年

ド

イ

ツ

の

ツ

，一

ヅ

ペ

リ

ソ

号

が

霞

ケ

浦

に

寄

港

し

た

と

き

は

二

万

語

が

東

京

か

ら

世

界

箏
』
〕

、

へ

打

電

さ

れ
た

と

い

う
。

こ

れ

に
続

く
の

が

一

九

三

二

年

の

世
界

無

着

陸

飛
行

の

一

行

が

東

京

か

ら

ヲ

シ
ソ

ト

ソ

に

向

か

っ

た

と

き

と
い

う
か

ら

世

界

は

つ

か

の

間

の

平

和

を

楽

し

ん

だ

か

の

よ

う

だ

っ

た
。

一

九

二

〇
年

代

に

発

達

し

た

薫
線

送
信

技

術

は
一
二
一
ー

ス
の

流

れ

を

一

気

に
短

縮

す

る

も

の

と

な

っ

た
。

日

本
で

も

一

九

三

六

年

か

ら
特

派

員

が

使

い

始

め
、

そ

れ
は

計

り

知

れ
な

い

利

益

を

も

た

ら

す

よ

う

に

な
る
。

一

九

二

〇
、

三

〇
年

代

の

日

本
の

国

内

政

治

清

勢

た

ら
ぴ

に

大

陸

へ

の

進

出

を

追

っ

て
、

通

信

詮

の

一
＝
一

ｉ

ス

陣

が

活

躍

し

た

の

も

特

徴

の

ひ

と

つ

で

は

た

か

ろ

う

か
。

目

イ

タ

ー

の

Ｊ

．

Ｒ

．

ケ

ネ

デ

ィ

ー
、

Ａ

Ｐ

の

＾
五
）

シ

十

ー

キ

］

（
』
ｏ
詔

旦
－

Ｈ
旨

毛

葦

巨

餉

詳
－
＝
｛

毫
）
、

Ｕ

Ｐ

の

ド

ウ

ボ

ー

ス

（
ｏ
ｉ
書
ｏ
＝

８

…

亀
ｏ

詫
）
、

Ｉ

Ｎ

Ｓ

（
－
＝
霊
『
＝
凹
巳
ｏ

冒

－

之
ｏ

尋
蜆

ω

睾

く
甘

Ｐ

一

九

〇

九

年

創

立
）

の

パ

リ

ー

（
ｏ
＝
斥
ｏ

２
・

霊

昌
｝
）

ら

が
、

政

治

・

経

済

・

杜

会

・

技

術

そ

し

て

軍

団

主

義

へ

転

じ

る

日

本

社

会

の

ニ

ュ

ー

ス

を

世

界

に

打

電

す

る

使

命

感

に

燃

え

て

い

た
。

一

二
〇

世

紀

に

入

り
、

こ

う

し

た

通

唐

杜

電
が

国
際

報
道

面

に

お

い

て
活

発

に

な
っ

た

背

景

を

述
べ

て

お
か

な

け

れ

ば

た

ら

な

い

だ

ろ
う
。

西

欧

帝

国

主

義

・

植

民

地

主

義

が

ア

ジ

ア

に

進

展

す

る

た

か

ア

ジ

ア

の

小

国

が

大

国

ロ

シ

ア

を

相

手

に

す

る

と

い

う

日

露

戦

争

は
、

次

の

点

に

お

い

て

プ

ひ

ス

・

カ

パ

レ

ッ

ジ

に

新

し

い

記

録

を

作

っ

た

と

い

わ

れ

る
。

第

一

に
戦

争

報

道

の

最

前

線

も
し

く

は

そ

の

近

く

か

ら
記

事

を

送

信

す

る

手

段

と

し

て

無

線
が

使

わ

れ

始

め
た

最

初

で

あ

る

こ

と
。

第

二
は
、

そ

の

た

め

ロ

ソ

ド

ソ

・

パ

リ

・

ニ

ュ

ー

ヨ

ｉ

ク

・

サ

ソ

フ

ラ

ソ

シ

ス

コ

ヘ

向

け

て

ニ

ュ

ー

ス

の

直

接

送

信

が

可

能

と

な

り
、

戦

争

報

道

は

通

信

費

用

だ

け

で

も

か

つ

て

な

い

巨

額

な

金

額

を

要

Ｌ

た

こ

と
。

そ

し

て

英

米

系

の

マ

ス

・

メ

デ

ィ

ア

が

そ

の

四

分

の

三

を

支

払

っ

た

と

い

う

事

実

は
、

（
珊
〕

日

露

戦

争

を

国

際

報

道

面

か

ら

と

ら

え

る

と
、

本

格

的

な

英

米

メ

デ

ィ

ア

の

競

争

対

立

の

場

の

到

来

で

あ

っ

た

と

い

え

た

い

だ

ろ

５

か
。

第

三

は
、

こ

の

時

ま

で

完

成

し

て

い

た

太

平

洋

線

を

は

Ｌ

め

と

し

た

通

信

網

が

各

国

特

派

員

の

送

る

戦

争

報

道

の

威

力

を
古
同
め

た

こ

と

で

あ

る
。

一

九

〇

二

年

に

完

成

し

た

第

一

太

平

洋

線

は
、

オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ア

・

一一

ユ

ー

ジ

ー

ラ

ソ

ド

・

克

ナ

ダ

そ

し

て

イ

ギ

リ

ス

を

結

ぶ

と

い

う

ま

さ

に

「
大

英

連

邦
」

の

所

産

で

あ

り
、

一

八

七

三

年

か

ら

目

ソ

ド

ソ

と

東

京

を

結

ん

で

い

た

電

信

線

（
上

海

・

香

港

・

シ

ソ

ガ

ポ

ー

ル

・

コ

目

ソ

ポ

・

カ

ル

カ

ッ

タ

・

ポ

ソ

ベ

イ

・

ア

レ

キ

サ

ソ

ド

リ

ア

経

由

）

の

延

長

線

（
シ

ソ

ガ

ポ

ー

ル

・

ジ

ャ

ワ

・

ダ

ー

ウ

ィ

ソ

・

シ

ド

ニ

ー

・

オ

ー

ク

ラ

ソ

ド
）

を

バ

ソ

ク

ー
パ

ー

と

接

続

し

た

も

の

で

あ

る
。

第

二

の

太

平

洋

線

は

一

九

〇

三

年
、

米

系

資

本

で

完

成

し

た
。

サ

ソ

フ

ラ

ソ

シ

ス

コ

・

ホ

ノ

ル

ル

＝
…

リ

ド

ウ

呈

１

・

グ

ア

ム

・

マ

ニ

ラ

間

を

結

び
、

そ
－
」
か

ら

英

系

の

電

信

線

を

使

っ

て

ア

ジ

ア

各

地

・

東

京

と

の

電

信

会

杜

に

よ

っ

て
敷

設
さ

れ

た

シ
ペ

リ

ア

を
横

断

す

る

東

京

－

上

海
コ
，ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

旦

ソ

が

可

能

と

な

っ

た
。

そ

の

他
、

一

八

七

〇

隼

大

北

＾
四
〕

Ｈ

ペ

テ

ル

ス

ブ

ル

グ

ー

目

ソ

ド

ソ

線

も

あ

っ

た
。

互

東

京

発

目

本

報

道

－

一

九
一一一
〇
、

四

〇

年

代

米

系

メ
デ

ィ

ア

の

攻

勢

米

通

信

杜

Ａ

Ｐ
（
ト

留
ｏ
〔

艮

＆

宇

窃
♂

一

九

〇

〇

年

創

立
）

東

京

支

局

発

の

目

本

一
；

ー

ス

は
、

一

八

九

三

年

に

遡

る

ロ

イ

タ

ー
、

ア

ヴ

ァ

ヌ

と

の

協

定

に

よ

り

十

分

た
且
里
と

は

い

え

た

か

っ

た

し
、

一

九

三

〇

年

代

ま

で

極

東

の

ニ

ュ

ー

ス

は

ま

だ

目

イ

タ

ー

の

独

占

に

近

か

っ

た
。

Ａ

Ｐ

や

ア

ヴ

ァ

ス

の
一
二

ー

ス

も

ロ

ソ

ド

ソ

の

ロ

イ

タ

ー

通

信

本

杜

か

ら

ア

デ

ソ

・

シ

ソ

ガ

ポ

ー

ル

・

上

海

を

経

由

Ｌ

て

日

本

に

や

っ

て

き

た
。

受

信

・

配

信

は

日

本

新

聞

聯

合

社

（
聯

合
）
、

日

本

発

の
一
；

ー

ス

は

ロ

イ

タ

ー

や

Ａ

Ｐ
、

ア

ヴ

ァ

ス
、

聯

合
、

日

本

電

報

通

信

杜

（
電

通
）

と

い

っ

た

通

信

杜

電

か

後

述

の

『
ジ

十

パ

ソ

・

ア

ド

ヴ

ァ

タ

イ

ザ

ー
』

編

集

局

経

由

の

も

の

が

主

だ

っ

た
。

Ａ

Ｐ

の

競

争

相

手

に

な

っ

た

一

九

〇

七

年

創

立

の

Ｕ

Ｐ

（
Ｏ
邑

冨

宇

窃
岨

≒

鶉
ｏ
ｏ

華
一
〇
冨

現

Ｕ

Ｐ

Ｉ
）

は
、

Ａ

Ｐ

が

米

国

内

に

配

信

先

を

持

っ

て

い

た

の

に

対

し

て
、

目

－

肩

ツ

パ
、

ラ

テ

ソ

・

ア

メ

リ

カ
、

ア

ジ

ア

の

新

聞

が

相

手

で

あ

り
、

数

で

も

Ａ

Ｐ

よ

り

劣

っ

て

い

た
．

Ａ

Ｐ

は

電

通

か

ら

の

配

信

を

受

け

て

い

た
、

一

九

三

二

年

に

Ｕ

Ｐ

東

京

支

局

長

と

し

て

来

日

し

た

の

が

ネ
プ

ラ

ス

カ

州

生

ま

れ

の

マ

イ

ル

ズ

・

Ｗ

・

ポ

ー

ソ

（
竃

白
窃

幸
顯

寿
Ｈ

く

豊

岨

野
一

＾
珊
）

奏

竃

－
日
岨
き
）

で

あ

る
。

カ

ソ

ザ
ス

夫

学
を

卒

業

後
、

Ｕ

Ｐ

通

信
に

入

杜
、

一

九
一

九

年
ブ

ラ
ジ

ル

支
局

長
、

二

二

年

中

南
米

副

支

配

人

な

ど

を

経

て
，

二

五

年

か

ら

新

設

さ

れ
た

極

東

都

門

の

総

支

配

人
と

な

り
、

北

京

・

上

海
・

〒

ニ

ラ

た

ど

ア
ジ

ア
各

地

の

支

局

の

続

括

責

任
者

の

地

位

に

あ

り
、

数

少

た

い

「
ア

ジ

ア

通
」

の

一

人

だ

っ

た
。

一

九
二

〇

年

代

ま

で

の

日

本
報

道

は

通

信

杜

あ

る
い

は

大

手

有

力

紙

の
特

派

員

以

外

に
、

契

約
通

信

負

（
誓
ユ

品

事
）

も
多

か

っ

た
。

一

九

三

一

年

は

二

六

年

か

ら

Ｆ

・

ヘ

リ

ジ

が

通

信

負

を

し

て

い

た

ボ

ス

ト

ン

の

新

輿

紙

『
ク

リ

ス

チ

十

ソ

・

サ

イ

ニ

ソ

ス

・

モ

一一

タ

ー
』

（
一

九

〇

八

隼

創

刊
、

以

下

Ｃ

Ｓ

Ｍ

と

略

す
）

が

東
京

支

局

を

開

設

し

た

年

で

も
あ

る
。

初

代

支

局
長

に

は

彼

が

そ

の

ま

ま

つ
い

た
。

モ

ス

ク

ワ

特

派
員

（
一

九

二

二

－

三

四

年
）

と

し

て

ロ

シ

ア

革

命

の

載

道

で

名

を

あ

げ

た

ウ

ィ

リ

ア

ム

・

チ

ェ

ソ

パ

レ

ソ

（
幸

白

甘

昌

＝

昌

～

Ｏ

ぎ

…
け
昌

巨
目
）

は

一

九
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三

五

－

三

九

年
、

ヘ

リ

ジ

の

後

庄

と

し

て

Ｃ

Ｓ

Ｍ

東

京

支

局

に

赴

庄

し

て

い

る
。

し

た

が

っ

て
、

一

九

三

二

年

の

満

州

事

変

の

一
二
一

ｉ

ス

は
、

Ｕ

Ｐ

の

ボ

ー

ソ

、

工

Ｎ

Ｓ

の

ヤ

ソ

グ
、

パ

イ

ァ

ス
、

フ

ラ

イ

シ

十

１
、

マ

セ

ソ

ソ

＾
竈
〕

と

数

人

の

特

派

員

に

よ

っ

て

世

界

に

伝

え

ら

れ

た

の

で

あ

ろ

う

が
、

犬

学

ま

で

出

た

特

派

員

は

ま

だ

わ

ず

か

で

あ

っ

た
。

し

か

も
、

日

本

の

歴

史

や

文

化
を

研

究

し

た

専

門

知
識

を

持

ち

得

な

い
特

派

負

で

も
、

世
界

惰

勢

か

ら

極

東

に

送

ら
れ

て

き

た
。

日

本

語

を

読

む

こ

と
は

と

も

か

く
、

話

せ

る

者

は

い

な

か

っ

た
。

例

え

ば
、

一

九

三

七

年

の

Ａ

Ｐ

支

局
一
長

レ

ル

マ

ソ

（
パ

ソ

ト
）

モ

ー

リ

ソ

（
完
邑

日

彗

〈
一、
呉
〉

…
ｏ
ユ
ヨ
）

は

ヵ

リ

フ

ォ

ル

ヨ

ア

の

ポ

モ

ナ

・

カ

レ

リ

ジ

時

代

閂

ロ

サ

ソ

ゼ

ル

ス

・

タ

イ

ム

ズ

』

で

働

き
、

中

国

に

渡

っ

て

『
上

海

イ

ブ

ニ

ソ

グ

・

ポ

ス

ト

』

勤

務

中

に

中

国

藷

を

習

簿

し

た
、

む

し

ろ

中

国

通

の

特

派

員

で

あ

る
。

Ｈ

・

パ

イ

ァ

ス

と

Ｆ

・

ヘ

ヅ

ジ

だ

け

は

例

外

だ

っ

た
。

Ｕ

Ｐ

の

ポ

ｉ

ソ

の

後

任

は

レ

イ

・

マ

ー

シ

ャ

ル

（
宛

ミ

竃

彗
蜆
ぎ
＝
）

が

や

っ

て

来

た
。

東

京

商

工

会
議

所

が

発

行

し

た

『
ジ

ャ
パ

ソ

・

マ

ガ
ジ

ソ
』

の

編

集

長
ブ

ラ

イ

ヤ

ソ

（
旨

巨

－
轟

量

目

零

百
コ
）

は
一

九

一

〇

年

か

ら

七

年

の

間

『

目

ソ

ド

ソ

・

モ

ー

一
一

ソ

グ

・

ポ

ス

ト
』

の

特

派

員

を

兼

ね
、

二

一

年

帰

米

し

た
。

全

米

第

二

の

都

市

シ

カ

ゴ

の

『
ト

リ

ピ

ｉ

ー

ソ
』

（
一

八

四

七

年

創

刊
）

は

一

九

二

〇

年

代

『
ジ

ャ

パ

ソ

・

ア

ド

ヴ

ァ

タ

イ
．

ザ

ー
』

と

提

携

し

て

同

紙

の

目

－

デ

リ

ッ

ク

・

Ｏ

・

マ

セ

ソ

ソ

（
肉
ｏ

註

ユ

鼻

Ｏ
．

崖

顯
畠

鶉

昌
）

記

者

か

ら
、

そ

れ

以

降

は

マ

ッ

ケ

ル

ウ

ニ

ー

（
響
一

〇

凹
岸

量

ｏ
宍
〇
一
－

…

ξ
）
、

芝

均

平

の

配

信

を

受

け

て

い

た
。

『
デ

イ

リ

ー

・

ニ

ュ

ー

ズ

』

の

方

は

一

八

九

五

年

か

ら

一

九

二

〇

年

代

ま

で

Ｅ

・

Ｗ

・

ク

レ

メ

ソ

ト

（
卑

毒

呂

幸

＝
窒
＝

〇一
〇
ヨ

彗

Ｆ

易

８

－

お

ら
）
、

続

い

て

ウ

ソ

ド

（」

…
一
昌

蜆

団
■

幸
ｏ
ａ
）
、

パ

ヅ

ツ

（
旨

昌

窃

団
巨

冨
）

が

通

唐

員

と

Ｌ

て

日

本
．
；

ー

ス

を

し

ぽ

し

ば

掲

げ

て

い

た

し
、

ド

ソ

・

ブ

ラ

ウ

ソ

（
Ｏ

昌

戸

津

幸
ｏ
＝
）

や

ス

〒

ー

ズ

（
軍

言

肝

Ｏ
・
ω
ヨ
ｏ
；
何
冨
）

の

名

も

あ

る
。

♪
≡

，
ｏ

で
、

ア

メ

リ

カ

系

特

派

員

に

隈

ら

ず

イ

ギ

リ

ス

そ

の

植

各

国

か

ら

の

新

闇

人

に

と

っ

て
、

一

八

九

〇

年

に

創

刊

さ

れ

た

『
ジ

巾

パ

ソ

・

ア

ド

ヴ

ァ

タ

イ
ザ

ー
』

の

存

在

を

抜

き

に

し

て

は
、

日

本

発

一
；

－

ス

を

語

る
－」

と

が

出

来

な

い

だ

ろ

う
。

『

ア

ド

ヴ

ァ

タ

イ

ザ

ー
』

は
、

『
ジ

ャ

パ

ソ

・

メ

ｉ

ル

古

の

植

字

工
、

『

ト

ー

キ

国

１

・

タ

イ

ム

ズ

』

の

印

刷

・

発

行

業

務

に

携

わ

っ

た

の

ち

印

刷

商

会

を

設

立
Ｌ

た

米

人

メ

イ

ク
ル

ジ

昌

ソ

（
甲

…
ｏ
匿

凪
ｏ
ぎ
）

が

一

八

九

〇

年

十

一

月

一

日
、

横
浜

で

創

刊

し

た

週

刊

の

英
字

新

闇

で

あ

る

（
の

ち

東

京

へ

移

転
）
。

ユ

ニ

テ

リ

ア

ソ

牧

師

の

ア

ー

サ

ｉ

・

メ

イ

・

ナ

ヅ

プ

（
宰
Ｈ
壬

目

書

簑

丙

畠

眉
）

の

手

を

経

て
、

一

九

〇

五

年

か

ら

は

岸
＝

卜

昌

睾
庁

彗

之
而
幸

者

皆

彗

を

副

題

に

掲

げ

る

よ

ラ

に

た

り
、

一

九

〇

八

年

十

一

月

か

ら

ア

メ

リ

カ

人

実

業

家

ベ

ソ

ジ

十

ミ

ソ

・

ウ

イ

ル

フ

リ

ソ

ド

．

フ

ラ

イ

ツ

ヤ

ー

（
津

目
」
昌

自
目

幸
巳
室

Ｏ

筥
Ｏ
試

ま

Ｊ

－
零
Ｏ
－

お

き
）

の

経

営

す

る

と

こ

ろ

に

至

り
、

英

系

『
ジ

十

パ

ソ

・

ク

ロ

ニ

ク

舶

ル
』

と

米

系

『
ジ

ャ
、^

ソ

．

ア

ド

ヴ

ァ

タ

イ

ザ

ｉ
』
、

日

本

系

『
ジ

ャ

パ

ソ

・

タ

イ

ム

ズ
』

と

い

ラ

対

立

構

図

が

出

来

上

が

る
。

編

集

者

の

Ｈ

．

バ

イ

ア

ス

（
後

述
）

が

去

っ

た

一

九

三

〇

年

以

降

フ

ラ

イ

シ

十

１

が

発

行

者

叢

編

集

者

と

な

る

が
、

彼

自

身

上

海

の

閂
チ

ャ

イ

ナ

．

ブ

レ

ζ

（
一

九

一

一

－

二

＝
年
）
、

『
Ｎ

Ｙ

ワ

ー

ル

ド
』

（
－

一

九

一

四

年
）
、

『
Ｎ

Ｙ

タ

イ

ム

ズ
』

と

Ｕ

Ｐ

（
一

九

二
一
二
－

二

五

年
）

さ

ら

に

一

九

二

三

年

ま

で

『
フ

ィ

ラ

デ

ル

フ

ィ

ア

・

パ

プ

リ

ソ

ク

・

レ

ジ

ャ

ー
』

『
ヘ

ラ

ル

ド

・

ト

リ

ピ

ュ

ー

ソ
』

（
一

九

三

二

－

四

〇

年
）

と

多

く

の

米

紙

の

日

本
通

信

員

と

し

て

活

躍
Ｌ

た
。

フ

ラ

イ

シ

ャ

ｉ

の

息

子

ウ

イ

ル

フ

リ

ヅ

ド

（
ミ

罵
Ｈ
己

ヨ
何
耐

ざ
『
）

は

コ

目

ソ

ピ

ア

大

学

の

新

聞

学

部

出

身

で
、

『
ア

ド

ヴ

ァ

タ

イ

ザ

ー
』

『
Ｎ

ｙ

ワ

ー

ル

ド
』

の

フ
一フ

ソ

ス

特

派

員

（
一

九

一

八

－

一

九

年
）

か

ら

Ｕ

Ｐ

に

加

わ

っ

た

後
、

東

京

に

戻

り

『
ア

ド

ヴ

ァ

タ

イ

ザ

ー
』

の

営

業

部

長

に

た

っ

た
。

一

九

二

〇

年

に

来

日

し

た
．・
ズ

リ

ー

大

学

出

身

の

ヘ

ッ

ジ

（
享

彗

甲

雪
自
巨

ξ

＝

＆
帽
而
ψ

冨

湯

－

お

Ｓ
）

は

『
ア

ド

ヴ

ァ

タ

イ

ザ

ｉ
』

で

数

隼

間

記

者

を

Ｌ

た

あ

と
、

『
デ

イ

リ

ー

・

メ

ー

ル
』

特

派

員

を

経

て
、

二

六

年

か

ら
＝
二

年

ま

で

Ｃ

Ｓ

Ｍ

の

初

代

東

京

支

局

長

に

就

任

し

た
。

彼

は

ま

た

二

三

年

か

ら

二

六

年

ま

で

『
ザ

・

タ

イ

ム

ズ
』

『
ワ

シ

ソ

ト

ソ

・

ポ

ス

ト
』

の

通

信

員

も

兼

ね

て

い

た
。

雑

誌

『
ア

ウ

ト

ル

ソ

ク
』

特

派

員

出

身

の

グ

レ

ゴ

リ

ー

・

メ

ｉ

ソ

ソ

（
Ｏ
需
的
ｏ
員

竃

豊

昌
）

は

一

九

一

七

－

一

八

年

に

『
ア

ド

ヴ

ァ

タ

イ

ザ

ｉ
』

に

加

わ

っ

た

が
、

同

紙

初

の

米

国

出

身

編

集

者

で

も

あ

っ

た
。

一

九
＝
二

－

三

七

年

に

『
ア

ド

ヴ

ァ

タ

イ

ザ

ｉ
』

の

営

業

都

長

を

し

た

Ｕ

Ｐ

出

身

の

ヤ

ソ

グ

（
旨

昌

鶉

ヵ
。
ｋ
ｏ
昌

胴
）

は

ス

ク

リ

ッ

プ

ス
、

一

九

二

九

－

四

〇

年

ま

で

ハ

ー

ス

ト

系

の

キ

ソ

グ

・

プ

ィ

ー

チ

山．

－

・

サ

ー

ピ

ス

の

極

東

代

表
、

１

Ｎ

Ｓ

の

特

派

員

を

務

め

た

（
兼

オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ア

『
サ

ソ
』

特

派

員
）
。

日

本

報

道

に

は

歴

史

を

も

つ

『
Ｎ

Ｙ

ト

リ

ピ

ュ

！

ソ
』

も
、

『
ア

ド

ヴ

ァ

タ

イ

ザ

ー
』

と

ニ

ェ

ー

ス

交

換

を

行

っ

て

い

た
。

一

九

二

八

年

ま

で

『
ア

ド

ブ

ァ

タ

イ

ザ
、．
』

ス

タ

ソ

フ

の

ヴ

ィ

ク

タ

ー

・

キ

ー

ソ

（
く

蔓

昌

丙
ｏ
彗
）
が
、

二

四

年

に

『
ト

リ

ピ

ュ

ー

ソ
』

が

『
ヘ

ラ

ル

ド
』

を

買

収

合

併

し

た

後

も
、

上

海

・

極

東

サ

ー

ピ

ス

支

配

入

に

巣

転

す

る

二

九

年

ま

で

日

本

通

信

員

を

し

て

い

た
。

二

九

年

彼

の

後

任

と

し

て

フ

ォ

レ

ス

ト

（
幸

豪
冒
『

暮

箏
ｏ
津
）

が

派

遺

さ

れ
、

三

三

年

に

は

プ

ラ

イ

ス

（
幸

昌

胃
巨

Ｏ

ら

ユ

富
）

が

と

っ

て

代

お

り

目

本

・

満

州

・

中

国

を

カ
パ

ー

し

た
。

．
て

の

後

は

先

述

の

フ

ラ

イ

シ

ャ

ー

が

一

九

三

二

ｉ

四

〇

年
、

ニ

ェ

ー－
マ

ソ

（
言

冑

昌

ｚ
而
考

昌

豊
〕

が

囚

一

年

ま

で

続

け

た
。

オ

ッ

ト

ー

．

ト

リ

シ

ャ

ス

（
Ｏ
巨
ｏ

戸

→
ｏ
臣

９

冨
）

は

太

平

洋

戦

争

勃

発

直

前

の

一

九

四

一

年
、

『
Ｎ

Ｙ

タ

イ

ム

ズ
』

特

派

員

と

し

て

来

目
。
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『
東

京

記

録
』

（
－一
ミ
一
ミ

完
雪

ミ

Ｓ

の

中

で
、

平

沼

暗

殺

事

件

を

糾

弾

Ｌ

て

い

る
。

特

涙

員

は

何

も

新

聞

だ

け

で

は

な

か

っ
｛
」
。

一

九

＝
一一
年

に

は

モ

ッ

ト

・

目

－

レ

ソ

ス

（
旨
ｏ
葭

■
凹
尋

需
目
８
）

が

『
ハ

ー
，ハ

Ｌ
ス

・

マ

ガ

ジ

ど

系

記

者

と

し

て

来

日

し

て

い

る
白

彼

は

一

九

一

八

年

か

ら

『
Ｎ

Ｙ

サ

ソ
』

の

特

派

員

に

な

っ

た
。

同

紙

は
、

工

－

ル

大

学

出

身

の

英

語

教

師

と

し

て

一

八

八

八

年

来

日

し

た

ス

ウ

ィ

フ

ト

（
』
〇
一
昌

、－一Ｈ
昌
自
一
曽
＝

㎝
幸
罵
Ｆ

－
塞
Ｈ
－

崖

轟
）

を

一

九

一

四

隼

ま

で

通

信

員

と

し

て

契

約

し

て

い

た
。

英

系

メ
デ

ィ

ア

環
境

イ

ギ

リ

ス

北

部

の

マ

ソ

チ

巴

ス

タ

ー

に

生

ま

れ

た

ハ

リ

ソ

ソ

（
向

胃

亮

呂

ざ

ぎ

＝
饅
目
赤
ｏ
＝
）

は

一

九

歳

で

カ

ナ

ダ

の
パ

ソ

ク

ー
パ

ー

で

記

者

生

活

を

始

め
、

一

九

〇

二

年

に

神

戸

に

上

陸
口

同

地

の

『
ク

目

ニ

ク

ル
』

を

経

て

『
ヘ

ラ

ル

ド
由

『
ア

ド

ヴ

ァ

タ

イ

ザ

ー
』

そ

し

て

『
ジ

ャ

バ

ソ

タ

イ

ム

ズ
』

で

も

働

き
、

日

露

戦

争

で

は

『
ロ

ソ

ド

ソ

・

デ

イ

リ

ー

・

メ

ー

ル
』

の

特

派

員

に

な

っ

た
。

の

ち

『
ア

ド

ヴ

ァ

タ

イ

ザ

ｉ
』

に

復

帰

し

た

が
、

Ａ

Ｐ

の

ケ

ネ

デ

ィ

ー

の

秘

書

に

引

き

抜

か

れ

た
。

一

九

〇

七

年

か

ら

は

『
Ｎ

Ｙ

ヘ

ラ

ル

ド
』

の

特

派

員

に

な

り
、

二
二

年

に

は

ロ

シ

ア

の

新

聞

に

参

加

す

る

た

め

に

日

本

を

去

っ

て

い

る
。

日

本

を

取

り

巻

く

英

系

情

報

環

境

の

申

で

も
、

反

日

系

英

字

紙

主

筆

の

烙

印

を

お

さ

れ

た

神

戸

の

『
ジ

†

バ

ソ

・

ク

ロ

ニ

ク

ル
』

の

同
パ

ｉ

卜

．

ヤ

ソ

グ

は
、

当

局

の

監

視

対

象

の

ひ

と

つ

で

あ

っ

た

が
、

日

本

か

ら

の

清

報

発

信

か

ら

見

れ

ば
、

優

れ

た

存

在

で

あ

っ

た
。

彼

の

後

を

継

い

だ

モ

ル

ガ

ソ

．

ヤ

ソ

グ

（
》
Ｈ
幸

冒

冨
ｏ
轟

彗

ｋ
ｏ

冒

胴
）

は

一

九

＝

一
年

に

来

日
、

『
ジ

十
パ

ソ

・

ク

目

ニ

ク

ル
』

の

編

集

を

続

け

た
。

局

蒔

に

『
マ

ソ

チ

出

ス

タ

ｉ

．

ガ

ー

デ

ィ

ア

ソ
』

（
一

八

二

一

年

創

刊
、

現

『
ガ

ー

デ

ィ

ア

ソ
』
）
、

米

紙

『
ボ

ル

チ

モ

ア

・

サ

ソ
』

（
一

八

三

七

年

創

刊
）

の

特

派

員

も

兼

ね

て

い

た
。

彼

は

一

時

帰

英

し

た

一

九

三

七

年
、

再

入

国

許

可

を

得

ら

れ

な

か

っ

た

た

め
、

『
ク

ロ

ニ

ク

ル
由

は

結

果

的

に

廃

刊

に

追

い
－
込

ま
、
れ

る
ｏ

『
タ

イ

ム

ズ

．

ウ

ィ

ー

ク

リ

ー
』

の

副

編

集

長

を

経

験

し

た

グ

ラ

ス

ゴ

ー

出

身

の

ヒ

ュ

ー

・

バ

イ

ア

ス

（
匡

焉

ゴ

目

百

坪

Ｐ

Ｈ
ｏｏ
萬

－
Ｈ
岨
ま
）

は

一

九

一

四

年

来

日

し

て

先

の

『
ア

ド

ヴ

ァ

タ

イ

ザ

ー
』

に

加

わ

っ

た

が
、

一

七

年

同

紙

を

離

れ

日

本

を

欧

米

に

紹

介

す

る

雑

誌

司
プ

ァ

ー

・

イ

ー

ス

ト
』

を

創

刊
。

復

帰

し

て

『
ア

ド

パ

タ

イ

ザ

ー
』

の

編

集

業

務

を

行

う

傍

ら
、

一

九

二

六

－

二

七

年

『
ザ

・

タ

イ

ム

ズ
』
、

二

七

ｉ

四

一

年
『
Ｎ

Ｙ

タ

イ

ム

ズ
』

の

通

信

員

も

兼

ね

て

お

り
、

一

九

二

二

隼

正

式

の

特

派

員

に

昇

格

し

て
、

一

九

四

一

年

ま

で

続

け

た
。

パ

イ

ア

ス

は

一

九

一

九

年

か

ら

二

二

年

ま

で

『

ロ

ソ

ド

ソ

・

デ

イ

リ

ー

・

エ

ク

ス

プ

レ

ス

』

『

目

ソ

Ｆ

ソ

・

セ

ソ

ト

ラ

ル

・

ニ

ュ

ー

ス
』

通

信

員

の

眉

書

も

も

っ

て

い

た

。

ち

な

み

に

ジ

十

ー

ナ

リ

ズ

ム

界

で

も

あ

ま

り

知

ら

れ

て

い

た

い

が
、

ラ

フ

カ

デ

ィ

オ

・

＾

ー

ソ

（
小

泉

八

雲
、

－
黒

墨

星
ｏ

寓

窒

；
・

嵩
蜆
ｏ
－

髄

…

一

は

荻

九

四

年

か

ら
ご

く

李

か

の

間
、

、
ジ

十
パ

ソ

．

ク

目
、一
ク

ル
・

の

前

身

紙

で

あ

る

、
神

戸

ク

＝
一
ク

ル
・

の

馨

と

し

て

誌

を
圭
日
い

て

い

る
ｏ

『
ザ

．

タ

イ

ム

ズ
ミ

の

国

際

環

境

に

多

大

な

影

響

を

与

え

た

と

い

お

れ

る

外

信

部

長

の

チ

目

ル

（
く
巳

彗

巳

完

Ｏ
巨

言
一一

崖
蜆
～
ム

竃
喧
）

は

一

八

九

四
年

と

九

五

年
、

ベ

ル

リ

ソ

特

派

員

と
し

て

極

東

を

回

り
、

一

九

〇

Ｃ

年

と

一

九
〇

九
年

の

二

度

来

日

し

て
い

る
。

一

九

二

四

年

六

月

頃

か

ら

二

六

年

ま

で

ヘ

ソ

ジ

の

影

に

隠

れ
、

『
ザ

・

タ

イ

ム

ズ
』

の

通

信

員

を

し

て

い

た

男

に

リ

ー

ズ

（
一
一
ぎ

目

鶉

ｏ

ａ
蜆

－
Ｏ
鶉
）

が

い

る
。

当

局

に

「
要

注

意

人

物

の

新

聞

人
」

の

一

入

と

し

て

マ

ー

ク

さ

れ

た
。

サ

ザ

ソ

プ

ト

ソ

生

ま

れ

の

マ

一

テ

ィ

ル

（
旨

目

鶉

ｏ

冨

臣

昌

ま

ｏ

胃

冒

『

峯
顯
巨

百
一

Ｈ
轟
ω
－
～
）

は

日

露

戦

争

時

に

や

っ

て

来

た

イ

ギ

リ

ス

人

記

者

だ

が
、

極

東

紙

・

英

字

紙

へ

日

本

記

事

は

送

っ

て

い

た

も

の

の
、

正

式

た

契

約

通

信

員

で

は

な

か

っ

た

よ

う

で

あ

る
□

『
危

機

の

日

本
』

（

ミ

§

ぎ

Ｏ
ミ
帖
貧

お

寄
）

を

出

し

た

レ

リ

Ｆ

マ

ソ

（
く
ｏ
冨

鶉

９

昌

彗
・

岩

９

１
州
）

も

特

派

員

だ

っ

た
。

日

ソ

ド

ソ

大

学

卒

の

イ

ソ

テ

リ

で
、

一

九

二

七

年

に

来

日
。

英

語

・

仏

語

教

師

の

か

た

わ

ら
、

弓
ア

Ｆ

ヴ

ァ

タ

イ

ザ

ｉ
』

の

編

集

に

参

加
、

三

二

年

か

ら

目

本

紹
介

の

英

雑

誌

『
現

代

日
本
』

（
９

ミ

§
も
ミ
宮
ミ

さ
も
§
）

の

外

入
ス

タ

ソ
フ

に

な

っ

た
。

『
上

海

東

洋

事
情
』

（
９
“
§

ミ

§

ぎ

♀

寒

§
－

坤
葭
膏
叶）
、

ノ

ー

ス

ク

リ

フ

卿

が

創

刊

し

た

大

衆

紙

『
デ

イ

リ

ｉ

・

メ

ー

ル
』

『
ポ

ル

チ

モ

ア

・

サ

ソ
』

な

ど

の

通

信

員

だ

っ

た

が
、

ゾ

ル

ゲ

事

件

の

発

覚

直

前

に

帰

国

し

て

い

る
。

『
マ

ソ

チ

エ

ス

タ

ー

．

ガ

ー

デ

イ

ア

ソ

．

コ

マ

ー

シ

十

ル
』

に

目

本

記

事

を

送

っ

た

フ

レ

ツ

ダ

・

ユ

ー

ト

レ

ー

（
耳

９
凹

９

昌

選
）

は
、

目

本

を

批

判

・

軍

国

主

義

を

糾

弾

し

た
。

『
デ

イ

リ

ー

．

ユ

ク

ス

プ

レ

ス
』

は

一

九

三

〇

年

代
、

メ

ー

ソ

ソ

（
』
ｏ
蓄

菖

実

胃
『
雪

弓
雷

誌

冨
目
呂

貝

－
零
ｏ
－

岩
昌
）
と

ヘ

ソ

セ

ル

・

テ

ィ

ル

ト

マ

ソ

（
＝

窃
岨
ｏ
＝

一
、
葦
≡

昌
一
）

の

二

入

が

日

本

記

事

を

掲

載

し

た
。

ニ

ュ

ー

ヨ

、．
ク

出

身

の

メ

イ

ソ

ソ

は

日

本

文

化

と

り

わ

け

神

道

研

究

で

知

ら

れ

た

が
、

ス

ク

リ

ツ

プ

ス

・

マ

リ

ク

レ

ｉ

通

信

社

の

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

総

局

支

配

人

を

務

め
、

来

目

前

に

は

ニ

ク

ス

プ

レ

ス
』

の

一
；

－

ヨ

ー

ク

代

表

（
一

九

〇

八

⊥

三

年
）
、

南

米

の

『
ラ

・

プ

レ

ソ

サ
』

特

派

員

の

経
験

（
一

九

二

五

年
）

・
悟
あ
り
、

来

日

一

年

前

の

一

九
一一
二

年

か

ら

日

本

特

派
員

と

な

っ

た
。

．一

ユ

ｉ

，一
ー

ク

や

ソ
一
琴

イ

タ

リ

ア

と

海

外

記

者

生

活

の

長

か

っ

た

テ

イ

ル

ト

マ

ソ

が

「
未

知

の

国
」

目

本

に

や

っ

て

乗

た

の

は

一

九

三

五

年

＾
昭

和
十
）

の

秋

で

あ

る
。

彼

も

Ｒ

．

ギ

ラ

ン

（
後

述
）

同

様
・

軍

国

主

義

の
台

頭

か

ら

破

滅

へ

の
道
、

戦

後

の

欠

乏
期
、

そ

し

て

経

湊

復
輿

の
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三

つ

の

日

本
を

見

た

数

少

な

い

特

派

員

の
一

人

で

あ

っ

た
。

テ

ィ

ル

ト

マ

ソ

は

日

本

の

検

閲

制

度

の

厳

し

さ

に

つ

い

て

は
、

当

時

の

中

国

や

フ

ァ

シ

ス

ト

・

イ

タ

リ

ア
、

ナ

チ

・

ド

イ

ツ

に

比

べ

れ

ば
、

お

よ

そ

ゆ

る

や

か

で

あ

っ

た

と

述

懐

し

て

い

る

が
、

そ

れ

で

も

彼

の

薯

書

は

一

部

発

禁

扱

い

に

た

っ

た

し
、

彼

で

さ

え

「
危

険

思

想
」

に

対

す

る

警

＾
肥
〕

察

活

動

は

不
快

に

感

じ

て
い

た
。

ツ

．一

タ

イ

ソ

（
ｏ

昌

圧

胃

望

旦
■
）

ほ

一

九
＝
一
六

－

三

八

年

の

間
、

ロ

ソ

ド

ソ

の

『
フ

ィ

ナ

ソ

シ

十

ル

・

一
二

－

ズ
』

『
一
二

ｉ
ズ

・

ク

＝
一
ク

ル
』

－、
デ

イ

リ

ー

・

テ

レ

グ

ラ

フ
■日

に

日

本
一
記

事

を

嵜

稿

し

て

い

る
。

Ｄ

・

ケ

ネ

デ

ィ

ー
－

の

後

任

と

Ｌ

て

一

九

四

〇

年

ま

で

ロ

イ

ク

ー
－

の

駐

日

代

表

を

務

め

た

の

は
、

メ

ル

ピ

ル

・

ジ

’

ー

ム

ズ

・

コ

ヅ

ク

ス

（
…

♀

く
竃
ｏ

旨

昌

窃

Ｏ

婁

し

実
蜆－
⊥

喧
き
）
。

一

九

〇

一

年

に

目

イ

タ

ー

に

入

杜

し

た

コ

ッ

ク

ス

は

ボ

ソ

ベ

イ

支

局

員
、

コ

ロ

ソ

ボ

・

上

海

・

香

港

支

局

の

支

配

人

な

ど

を

経

験

し
、

一

九

三

〇

～

三

四

年

に

は

「
目

イ

タ

ー

極

東

ニ

ュ

ー

ス

サ

ー

ピ

ス
」

の

総

支

配

人

に

た

っ

た
。

一

九

四

〇

年

憲

兵

隊

に
逮

捕

さ
れ

不
慮

の

死

を

遂

げ

る

ま
で

日

本

の

緊

追

し

た
情

勢
を

打

電

し

た

男

で

あ

る
。

彼
の

逮

捕

は

イ

ギ

リ

ス

の
情

報

部

員
だ

と

の

理

由

だ

っ

た

が
、

獄

中
で

の
自

殺

は

疑

問

視

さ
れ

た
。

一

九

世

紀

を

通

じ

て

英

領

植

民

地

で

あ

っ

た

オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ア

紙

に

転

じ

る

と
、

一

八

六

〇

牟

代

末

に

は

既

に

『
ジ

十

パ

ソ

・

ヘ

ラ

ル

ド
』

の

Ｊ

．

Ｈ

．

ブ

ル

ッ

ク

（
三

旨

＝

昌

｛

卑
ｏ
〇一｛
ｐ

－
言
ｏ
－

お

Ｓ
）

が

日

本

紹

介

記

事

を

送

っ

て

い

る

し
、

七

〇

年

代

初

め

に

は

メ

ル

ボ

ル

ソ

か

ら

ジ

十

ー

ナ

リ

ス

ト

が

来

日

し

た

と

の

記

録

も

あ

る
。

し

か

し
、

そ

の

後

途

絶

え
、

一

九

ニ

ハ
年

に

な

っ

て

『
ヘ

ラ

ル

ド
』

の

Ｆ

・

コ

ー

ル

マ

ソ

（
寄

＆

雪
一〇

〇
〇
示

昌

彗
）、

一

九

二

二

年

三

月

に

は

Ｅ

・

Ｓ

・

ペ

ル

（
更

寿

ω
・

屠

＝
）

が

フ

品

ア

フ

ァ

ソ

ク

ス

系

『
シ

ド

ニ

ー

・

サ

ソ
』

『
シ

ド

ニ

ー

．

モ

ー

、一

ソ

グ

．

ヘ

ラ

ル

ド

』
，

そ

し

て

ニ

ュ

ー

ジ

ー

ラ

ソ

ド

の

『

ク

ラ

イ

ス

ト

・

タ

イ

ム

ズ

』

特

派

員

と

し

て

来

日

し

た
。

関

東

大

震

災

直

後

の

一

九

二

三

年

に

は
、

オ

ー

ス

ト

ラ

ル

マ

ウ

ソ

ト

号

で

複

数

の

オ

ｉ

ス

ト

ラ

リ

ア

人

ジ

中

ｉ

ナ

リ

ス

ト

が

震

災

報

道

の

た

め

に

日

本

の

地

を

踏

ん

で

い

る
。

『
シ

ド

一一

１

、

デ

イ

リ

ー

・

テ

レ

グ

ラ

フ
』

の

ホ

ワ

イ

ト

（

幸
。

霊

Ｈ

目

雪

幸

耳

冒
）
、

シ

ド

一一

－

の

『

ヘ

ラ

ル

ド

』

ほ

か

一

九

紙

代

表

の

ス

レ

ル

フ

ォ

ー

ル

（
宮
。

≦

ヨ

弓
ｏ
豪

＝
）
、

『
サ

ソ
』

の

ウ

ィ

リ

ア

ム

ス

（
宛

』
一

幸

…
凹
言
蜆
）
、

『
メ

ル

ポ

ル

ソ

・

ヘ

ラ

ル

ド

』

の

コ

ツ

ク

ス

（
－

》
．

Ｏ
ｏ
坤
）
、

ガ

レ

ソ

ト

（
＝

一 ．
ω

。

Ｏ
＝
＝
而
＝
）

ら

で

あ

る
。

翌

二

四

年

に

は

デ

ィ

ク

ソ

ソ

（
Ω

．
Ｏ

．

Ｕ

艮
ｏ
目
）

が

オ

ｉ

ス

ト

ラ

リ

ア

と

一
；

ー

ジ

ー

ラ

ソ

ド

の

新

聞

通

信

杜

シ

ソ

ジ

ケ

ー

ト

代

表

と

し

て

東

京

に

着

任

し

た
。

太

平

洋

戦

争

直

前

の

一

九

四

Ｃ

年
、

リ

チ

中

ｉ

ド

・

ヒ

ェ

ー

ズ

（
峯

９

彗
ｏ

葭
目
智

ｏ
９

－
８
①
－

寒
）

が

や

っ

て

来

た

が
、

彼

の

日

本

報

道

は

翌

四

享

ツ

ド
一
丁

の

、
デ

ィ

リ

ー
．

テ

レ
グ

ラ

フ
・

に

掲

警

廷

。

ヒ

一

－
ズ

は
、

日

米

両

国

民

と

嘉

立

姦

ん

で

い

た

い

し
・

ま

告

本

政

府

も

米

国

と

の

戦

争

を

困

惑

し

て

い

る

と

書

く

一

方
、

開

戦

は

必

至

で

あ

り

こ
・
れ

ま

で

母

国

イ

ギ

リ

ス

に

ば

か

り

目

を

向

け

て

い

た

オ

ー

ス

＾
明
）

ト

ラ

リ

ア

．

ジ

十

！

ナ

リ

ズ

ム

に

北

か

ら

の

脅

威

が

存

在

す

る

こ

と

を

訴

え

て

い

る
。

英

・

米

以

外

の

メ

デ

ィ

ア

環

境

フ

ラ

ソ

ス

系

の

メ

デ

イ

ア

環

境

に

つ

い

て

は
、

幕

末

・

明

治

初

期

ま

で

に

レ

ヴ

イ

（
Ｏ
ま

匡

－

雲

｝
）

の

ニ

コ

ー

・

ド

・

ジ

ャ

ポ

ソ
』

（
一

八

七

〇

－

七

五

年
）

や

ヘ

ル

マ

ソ

（
＝

雪

昌

彗

ｏ
）

の

『
ク

ー

リ

エ

・

ド

・

ジ

十

ポ

ソ
』

（
一

八

七

九

－

入

二

年
）

が

あ

っ

た

が
、

ワ

ー

グ

マ

ソ

の

、
パ

ソ

チ
、

と

同

じ

風

刺

雑

誌

「
ト

パ

ニ
』

（
一

八

八

四
、

一

八

八

七

ｉ

八

九

年
）
、

『
ポ

タ

ソ

・

ド

・

ヨ

コ

＾

こ

（

き

§

昏

ぎ

ぎ

ぎ

§
阜

一
竈
Ｏ
～

誓
）
、

『
ル

．
一
示

タ

ソ

三

（
ζ

、
ミ

ぎ

轟
帽
甲
ｉ

雲
）

な

ど

を

発

行

し

た

ビ

ゴ

ー

（
０

８

蟹

雷

幕
『
昌

量

巨

里
的
Ｏ
Ｆ

冨

Ｓ

Ｉ
Ｈ
竃

ご

は

よ

く

知

ら

れ

る
。

彼

は

日

清

戦

争

時

に

イ

ギ

リ

ス

の

『
グ

ラ

フ

イ

ツ

ク
』

誌

通

信

員

と

し

て

報

道

画

を

送

っ

て

い

る

し
・

週

刊

誌

『
イ

リ

ュ

ス

ト

ラ

シ

オ

ソ
』

に

は

日

露

戦

争

の

様

子

を

寄

稿

し

て

い

る
。

後

者

の

『
イ

リ

ュ

ス

ト

ラ

シ

オ

ソ
」一

日

本

特

派

員

に
、

一

八

九

一

年

頃

来

日

し

た

パ

レ

ー

（
旨

彗

Ｏ

著

ユ

雪

宙
巴

９
）

が

い

る
。

彼

は

一

九

一

四

年

当

時
、

『
ル

．

ジ

ュ

ー

ル

ナ

ル
』

『
イ

リ

，一

ス

ト

ラ

シ

オ

ソ
』

『
タ

ソ
』

『
マ

タ

ソ
』

『
フ

ィ

ガ

こ

た

ど

の

代

表

的

フ

ラ

ソ

ス

紙

の

通

信

員

で

あ

っ

た

ば

か

り

か
、

ロ

シ

ア

紙

『
ブ

レ

ー

ミ

ヤ
』

通

信

員

の

屑

書

を

持

っ

て

い

た
．

メ

イ

ボ

ー

ソ

（
芦

買

簑

げ
昌
）

は

一

九

二

四

年

頃

『
テ

ソ

ポ
』

に
、

ま

た

ウ

ツ

ド

（
』一一一一一。
目
蜆

申

オ
。
。
巳
）

は

一

九

一

九

－

二

四

年

『
マ

ジ

ソ

ソ
』

に
、

そ

し

て

ノ

エ

ル

（
甲

勺
實

２

ｚ
ｏ
ｇ

は

一

九

三

六

－

三

九

年
、

タ

刊

紙

－
．－
ヨ
一
、
凹
，一岨
河
。
巳
ヰ

に

日

本

記

事

を

書

い

て

い

る
。

一

九

三

〇

年

代

に

は
、

ラ

ポ

マ

レ

ー

デ

（
宛
ｏ
げ
価
邑

寿

■

借
ｏ
冒

彗

＆
而
）

が

ニ

コ

ｉ

．

ド

．

パ

リ
』

通

信

員
、

ベ

ル

ギ

ー

の

『
イ

ソ

デ

イ

ペ

ソ

デ

ソ

ス
』

の

極

東

特

派

員

と

し

て

活

躍

し

た
・

フ
ラ
ソ
ス
系

誓

隻

は
、

ア
ヴ
ア
ス

碧

一
現

…

一
の

二

－
ル
・
ギ
ラ
ソ
一

奪

＝

姜

二

§

雌

が
日
申

撃

の
上

簿

蛮

と
し
て
ア
ジ
ァ

集

て

暴
、

一
九
三
八

蓋

萎

局
長
を
経
て
戦
後

、
ル
・
モ

羊
』

紙
に
転
し

窪

も
日
本
ー
ア
ジ
ァ

整

員
と
し
て

薯

名

で

あ

る
。

彼

以

前

は

一

九

二

四

年

ま

で

に

ハ

グ

ナ

ー

（
書
．
＝

鍔

冨

黒

言
ｏ
『
）
、

一

九

三

二

年

の

ア

ロ

ソ

（
≧
一
昌
）

が

い

る
。

上
海
に
や
。
て
来
た
ギ
ラ
ソ

寛

を

索

ヒ
ト
ラ
コ
の
影
の
下
、

一
－
一
リ
パ
に
近

ミ

西
洋
で
次

奮

強
く
人

茎

脅
か

す
・
と
が

感

じ

ら

れ

て
い

た

の

高

じ

、
戦

争

そ
の

も

の
・

だ

つ

た
。

そ
し

て

翠

ギ
ラ

ソ

が

日

本

で

受

け

た

印

象

は
、

上

海

で

墨

の

言

に

ど

う

筆

聾

狂
つ
て
い
た
日
本
人
が
、

撃

と
い
う
．言
葉
と

凄

ど
遠
い
、

全
く
の
平

碧

国
で
、

そ
の

墨

性

睾

の
よ

急

お

差

し
い
と
い

嘉

ヨｏ 日 本 署壬三首と 描 報 現 望 の 変イヒ



き

で

あ

っ

た
ｏ

「
多

く

の

分

野
で
、

日

本

に
は

一

種

の

二

分

化
が
、

二
重

人

格

的

恋

固
が

現
れ

て

い

た
。

平

和

を

愛

し

て
い

る

の
か

戦

争
が

好

き

な

の

か
、

封

蓮

的

な

の

か

近

代

的

な

の

か
、

東

洋

的

な

の

か

西

洋

的

な

の

か
、

人

の

心

を

そ

そ

る

の

か

は

ね

つ

け

る

の

か
、

分

か

ら

な

か

っ

た
。

し

ば

し

ば
、

そ

の

ど

ち

ら

か

も

あ

る

よ

う

に

み

え

た
。

こ

の

国

の

真

の

姿

は

ど

こ

に

あ

る

の

だ

ろ

う

か
。

（
中
略
）

日

本

の
文

化

は
、

こ

の

国
が

持

つ

最

も

は

た

や

か

な
魅

惑

の
ひ

と

つ

た

の

だ
が
、

そ

こ

に

は
す

ぐ

に

複
雑

で

閉

ざ

さ

れ

た

世

界
が

顔

を

の

そ

か

せ
、

そ

の

世

界

に

通

う

道

に

は
、

日

本

入

自

身

が

障

害

物

を

き

ず

い

て

い

る

よ

う

に

見

う

け

ら

れ

た
．

も

っ

と

容

易

な
、

日

常

生

活

の

領

域

に

お

い

て

さ

え
、

ひ

と

つ

の

世

界

の

へ

り

で

立

ち

ど

ま

っ

て

い

る

と

い

う

感

じ

が

あ

り
、

そ

の

世

界

に

入

っ

て

行

け

る

西

洋

人

＾
班
〕

は
、

あ

る

か

な

き

か

だ

っ

た
。

」

少

し

長

い

引

用

だ

が
、

彼

の

言

葉

は

今

日

な

埼

当

て

は

ま

る

こ

と

で

は

な

か

ろ

う

か
。

ギ

ラ

ソ

だ

け

で

な

く
、

Ｒ

・

ヒ

ュ

ー

ズ

も

「
戦

争
」

と

「
平

和
」

の

狭

間

に

揺

れ

動

く

日

本

人

の

二

童

性

を

ど

う

報

道

し

よ

う

か

悩

ん

だ

が
、

・
」
の

時

期

日

本

報

道

に

か

か

わ

っ

た

特

派

員

の

謹

も

が

感

じ

た

こ

と

で

は

た

か

ろ

う

か
。

そ

し

て

今

も

－

－
。

話

が

横

道

に

そ

れ

た

が
、

次

に

ド

イ

ツ

紙

の

日

本

特

派

員

を

時

代

順

に

追

っ

て

み

よ

う
。

一

九

〇

八

年

に
来

日

し

熊

本

で

教

師
を

し

て

い

た

ジ

目

セ

フ

・
プ

ラ

ウ

ト

（
旨
需

呂

雪
凹
巨
）

は

一

九

二
一
－

二
二
年
－

陸

軍

中

央

幼

牟

学
校

教

師

と

し

て

勤
務

し

た

後
、

第

一

次

犬

戦

中
上

海

に

あ

っ

た

ド

イ

ツ
系

通

信
杜

ド

イ

ツ

大

陸
通

信

杜

（
ｏ
彗

目

彗

一
「
『
彗

彗
需

彗

之
団
ｇ
ユ
〔
巨
一
彗
）
、

二

五

年

か

ら

は

『
フ

ォ

ソ

シ

ソ

シ

ニ

・

ツ

ァ

イ

ト

ゥ

ソ

グ

』

の

特

派

員

を

し

て

い

る
。

第

一

次

夫
戦

前
、

駐

日

独

大
使

館

付

き

武

官
｝」
っ

た

Ｗ
・

ノ

エ

ル

（
幸
巴
胃

彗

く
昌

宍
昌
〇
一）

は
、

一

九

二

〇

年
か

ら
ペ

ル

リ

ソ

の

大

衆

紙

『
．ヘ

ル

リ

ナ

ー

．

ロ

ー

カ

ル

・

ア

ソ

ツ

ァ

イ

ガ

ー
』

（
一

八

八

一

年

創

刊
）

特

派

員

の

肩

婁

を

も

っ

て

い

た
。

目

ソ

ド

ソ
、

パ

リ

特

派

負

の

後

天

津

で

口．
北

支

薪

聞
』

（
一一
亀
哺
ミ
畠
ミ

さ

『

き

ミ

Ｏ
ミ

§
）

の

特

派

員

と

Ｌ

て

活

躍

し

た

プ

ル

ノ

ー

・

ペ

ト

ツ

ォ

ｉ

ル

Ｆ

（
撃

昌
一
〇

霊

冒
ｏ

ε

は

ポ

ー

ラ

ソ

ド

南

西

部

の

プ

レ

ス

目

－

出

身

で
、

一

九

一

〇

年

来

日
。

一

九

三

五

年

か

ら

三

七

年

ま

で

『
ケ

ル

ソ

・

ガ

ゼ

ソ

ト
』

の

日

本

特

派

員

と

た

っ

た
。

一

九

三

二

年

か

ら
、

『
モ

ル

ゲ

ソ

．

ポ

ス

ト
…

や

ニ

ュ

ー

ヨ

ー

ク

で

ウ

ル

ツ

ユ

タ

イ

ソ

系

新

聞

の

特

派

員

経

験

を

も

っ

た

シ

ュ

ル

ツ

（
ミ

旨

£
目

㎝
Ｏ
ぎ

胃
完
）

が

日

本

特

派

員

と

た

り
、

翌

年

来

日

し

た

の

が

か

の

「
ゾ

ル

ゲ

事

件
」

で

名
昔
同
い

『
フ

ラ

ソ

ク

フ

ル

タ

ー

・

ツ

ァ

イ

ト

ゥ

ン

グ
』

紙

仙

－

圭

よ

特
派
員
，
ヒ
ァ
ル
ト
．
ゾ
ル
ゲ

婁
．

ぎ

ω

萎

嚢

－

雲

一

で
あ
る
。

ち

窒

に

塞

件
で
ス
バ
イ

簑

で
検
挙
さ

廷

中
に
・

ア
ヴ

ァ

ス

通

信

の

ポ

ー

ラ

ソ

ド

人

ブ

ラ

ソ

コ

・

ド

・

ヴ

ー

ケ

リ

リ

チ

が

い

た
。

ソ
連
紙
．
タ
ス
通
信

察

で
ほ
、
社
会

嚢

器

前
の
ペ
テ
ル

今

ル
グ

轟

碧

杜
一
㎝

；

婁

夏

・

曇

若
『
。

§

彗

蓑

ナ

ザ

目
フ

一
Ω
。
。
的
。
、

二

。
凹
国
団
、
。
常

・

嚢

↓

一

を

誓

員

と

・

て

送

一

て

い

た
が
、

…

華

六

月

ま

で

ア

ソ

ー

ノ
フ

一

＝

一一一
昌
一
θ

誉

ス
タ

蚕

代

蒼

な
つ
た
。
彼
の
後
任

渥

ヴ
オ
ゼ

ζ

ラ

ス
キ
ー

声

ぎ

曇

芽
岸一一、

さ
ら
に
二

㌣

二

李

の
間

賃

レ

づ

チ

一

墨

。
宿
鵯
。
ε

の

名

塞

つ

て
い

る
。

日
ス

タ

か

ら

タ

ス
通

信

芝

蓬

っ

芒

九

二
五

年

嘉

と

ロ

ム

一
≦
與

董

二
一
。
目

昌
一・

三

六

年

か

ら

筆

二

≧
。
封一蜆
２
凹
阻
一

が

呆

報

篭

か
か
わ
っ
た
。

三
六
、

三

奉

頃
来
日
し
た
ク
ー
ド

リ
ア
ス
一
ニ

フ

一
≦

邑
昌

二

§

雪

葦

宍
。。
。、一凹。芹。
く
一

纂

二
次

姦

黎

時
ま
で

麓

し
て

書
、

後
任
の
束
京
特

誓

一

ζ

フ

一

竃

一く
一
一
一
九
四
二
年
一

は
・

轟

で
ス

パ

イ

容

疑

で

逮

掩

さ

れ

て

い

る
。

イ

タ

リ

ア

最

初

の

目

本

特

派

員

は
、

一

九

三

九

年

来

目

し

た

ス

テ

フ

ア

ニ

通

信

杜

の

ア

ウ

リ

ジ

ー

オ

（
Ｏ
與
９

彗
ｏ

》

邑

藪
ｏ

〈
■

■

甲

目

向
。。
畠一
一

で
あ

言

。

亮

四
〇
－
四
一

芝

、
・
・
一
ラ
ル
ド
・

吉

三

－

ど

特

賢

と
し
て

香

し
た

：

↓

ソ
は
イ

言

ア

藷

者

で

あ

る
。

ポ

ｉ
ラ

ソ

ド

人

ジ

ヤ

ソ

タ

ε

。
酎
血
與
昌
。
。
二

凹
自
ε

竺

九
三

千

四

〇

年
、

、
ガ
ゼ

ヅ

タ

・
ポ

ー

ラ

ス

ヵ
』

６

§

§

ミ

宙

§

紙

特

派

員

と

し

て

来

日

し

て

い

る
。

ピ

ス

カ

ー

ル

（
埠
－
県
蜆
彗

庄
胃

吊
邑

８
『
）

も

い

る
。

デ

ソ

一

、
ク

か

ら

竺

九

二
一

菱

月
、

一

ソ

セ

ソ

一
票
一・

＝

彗

曇
一

が

高

督

裂

・
ベ

ル

ー

ソ
グ

ス
ケ

ー

テ

ィ

デ

ソ

デ
一

特

派

員

と

し
て
来
日
。

二

睾

凄

、
ポ
リ
テ
、
ケ

ご

の
一
丁

ル
セ
ソ

一

；

毒

竃
一、

サ

↓

二

曇

雲

凹一。

…

一

ら
が

ス
カ
ソ
ジ
ナ
ビ

ア

ソ

紙

の

特

派

員

と

し

て

来

日

し

て

い

る
。

言

呈
、
デ
ソ
人
記
者
で
は
、

一
九
二

奉

来
目
し
た
ノ
ル
ト
シ
ユ
ト
一
－
ム

一

買

重

き

昌
一、

差

オ
ラ
ソ
ダ
関
係
で

竺

九
〇
〇

乏

香
、

弄

四
年
か
皇

牽
ま
で

§
、

套
§
§

麦

婁

§
軋
婁

姜

蔓
曽
ぎ

き

§

二
一
暴

ヒ
日
本

碧

を
送

。
た

Ｗ

．

ホ

ル
ヌ

ト

一

…

。

二

。一岨
一
一
、

一

九

三

睾

集

日
し

て

オ

ラ

ソ

ダ

・
ジ

十

ワ

極

轟

誓

の

雲

を

持

一

て

い

今

ア

ピ

ウ

ス

（
』
彗

句
由
匡

冨
）

ら

の

名

が

残

っ

て

い

る
、

目 本 報 道 と｛冑尋韮環；覧ｏ塑≡化



四

何

が

情

報

琵
信

産

疎

外

し

た

か

〃

目

本

側

の

受

信

・
発

信

構

造

こ

こ

ま

で

目

本

を

世

界

に

報

じ

た

特

派

員

を

紹

介

し

て

き

た

わ

け

だ

が
、

目

本

側

マ

ス

・

メ

デ

４

ア

の

受

信

・

発

信

穣

造

は

ど

う

で

あ

っ

た

の

だ

ろ

う

か
。

一

八

九
〇

年
代

頃

か

ら

の

日
本

を

敢

り

巻

く

国

際
環

境

の

進

展

の

な
か

で
、

各

紙

は

国

際

報

道

の
重

要

性

に

着

目

し
、

力

を

入
れ

る

よ

う

に

な

っ

た

と

み

ら

れ

る
。

先

に

述

べ

た

よ

５

に
、

日

本

は

目

イ

タ

ー

通

信

杜

の

権

益

下

に

あ

っ

た

が
、

横

浜

の

『
ジ

ャ

パ

ソ

・

メ

ー

ル
』

は

一

八

八

二

年

か

ら
、

ま
た

政

府

弓
官

報
ミ

（
一

八

八

三

年
創

刊
）

も

こ
れ

と

契

約

し

た
。

国

内

新

聞

は
そ

の

有

用

性

を

認

め

な
が

ら
も
、

料

金

の

高

さ

が

壁

（
盟
〕

と

な

っ

た
。

先

の

政

府

系

メ

デ

ィ

ア

が

ロ

イ

タ

ー

と

い

ち

早

く

契

約

で

き

た

の

も
、

補

助

金

が

出

て

い

た

か

ら

で

あ

る
。

｝

『
朝

目

新

闇
』

が

外

電

欄

を

設

け

た

の

は

一

八

八

五

年
、

そ

し

て

ロ

イ

タ

ー

電

購

入

の

た

め

の

共

同

シ

ソ

ジ

ケ

ｉ

ト

（
『
東

京

朝

日
由

『
東

京

目

日
』

な

ど

一

〇

社
）

が

作
ら

れ

た

の
が

九

九
年

の

こ

と

で

あ

る
。

単

独

で

は

一

八

九

〇

年
代

に

入

っ

て

内

外

通

信

杜
、

『
時

事

新

報
』

『
ジ

中
パ

ン

．

ク

ロ

ニ

ク

ル
』

『
ジ

十
、^

ソ

．

タ

イ

ム

ズ

』

『
犬

阪

朝

日
』

『
中

外

商

業
』

た

ど

が

ロ

イ

タ

ー

電

と

契

約

し

て

配

信

を

受

け

た
。

こ

の

よ

う

に
、

「
そ

れ

ほ

ど

あ

て

に

」

て

い

な

か

っ

た
Ｌ

日

本

市

場

で

予

想

以

上

の

目

イ

タ

ー

電

普

及

は
、

外

電

と

い

う

目

本

を

敢

り

巻

く

国

際

環

境

の

情

報

入

手

と

い

う

重

要

性

が

理

解

さ

れ

た

も

の

の
、

む

し

ろ

一

都

の

新

聞

が

重

用

し

た

た

め
、

他

紙

も

右

へ

習

え

形

式

に

進

ん

だ

と

い

っ

て

よ

く
、

ロ

イ

タ

ー

本

杜

で

は

な

く

上

海

支

局

か

ら

日

本

関

係

記

事

を

回

す

だ

け

で

あ

っ

た

か

ら
、

目

イ

タ

ー

に

と

っ

て

は

ま

さ

に

天

か

ら

の

贈

物

で

あ

っ

た

か

も

知

れ

な

い
。

（
舶
〕

日

露

戦

争

に

お

け

る

『
ザ

、

タ

イ

ム

ズ

』

や

肩

イ

タ

ｉ

電

の

功

績

は
、

よ

く

釦

ら

れ

て

い

る
。

そ

う

Ｌ

た

既

成

事

実

は
、

次

に

英

系

メ

デ

ィ

ア

の

ロ

イ

タ

ー

が

目

本

の

国

際

環

境

を

独

占

す

る

段

階

に

発

展

す

る
。

ポ

ー

ツ

マ

ス

の

日

露

戦

争

講

和

条

約

時

に

お

け

る

新

聞

報

道

合

戦

に

苦

汁

を

飲

ま

さ

れ

た

頃
、

カ

リ

フ

才

ル

一一

ア

で

は

排

日

運

動

が

高

ま

り
、

こ
れ

を

き

っ

か

け

に

高

峰
譲

吉

（
一

八

五

四

－
一

九

二

二
）

や

渋

沢

栄
一

（
一

八

四

〇

－

一

九
＝
二

）

ら

が

捲

進

役

と

な

り
、

外

務

省
支

援

の
下

日
本

の

対

外

広

報
機

関

と

し

て

一
九

一

四

年

国

際

通

信

杜

（
国
際
）

が

生

ま

れ

た
。

と

こ

ろ
が
、

国

内

に

お

い

て

ロ

イ

タ

ー

配

信
の

独

占

を

得

る

代
わ
り
に
、

①
同

芸

承
認

芒

猛

の

竃

通
信

簑

ら
一
ユ
ー

妻

奮

こ

志

葵

上
出

委

い
、

②
同
じ
く
官
イ
タ
ー
以
外
の
外

賢

デ
イ
ァ
に

鋸

で

差

い
、

③
さ
ら
に
総

轟

入

釜

冨

イ

亨

通

賃

と
す

婁

ど
、

こ

芸

た
か

官

の

・
李

茎

約
一
を
結
ば
ざ
る

を

得

な

か

っ

た
。

た

た
、

救

い

と

い

え

ば
、

日

本

の

ニ

ュ

ー

ス

が

目

イ

タ

ー

電

に

載

っ

て

世

界

に

流

れ

る

こ

と

に

な

っ

た

点

で

あ

る
。

屡

以
前
に
も
、

言

誓

杜

一
帝
通
、

天

九
二
年
創
立
一

と
日
本

纂

誓

社

一
電
通
、

一
九
〇

奉

創
立
一

簑

京
の
旧
イ
タ
ー

着

シ

ソ

ジ

ケ

ー

ト

に

加

盟

し

て
、

ロ

イ

タ

ｉ

電

を

地

方

紙

に

流

し

て

お

り
、

電

通

は

一

九

〇

九

年

か

ら

Ｕ

Ｐ
、

ペ

ル

リ

ソ

電

報

も

受

信

す

る

よ

う

に

な
っ

た
。

と

こ

ろ
が
、

世
界

通

信

杜

違
明
皿

（
一

九

二
一

年

発

足
）

の

規
約

に
触

れ
、

電

通

は

目

イ

タ

ー
か

Ｕ

Ｐ

の

い

ず
れ

か

を

選

択

し

な

け

れ

ば

た

ら

た

い

こ

と

に

な

り
、

結

局

リ

Ｐ

電

を

敢

っ

た

の

で

あ

る
。

日

奈

国
際
．一
、

－

婁

信
．

発

信

の

進

展

隻

い

て

突
入

し

秦

三

の

議

ほ
、

二

〇

世

彊

入

り
、

Ｕ

Ｐ

を

は

じ

め

と

す

る

英

系

メ
デ

ィ

ァ

以

外

の

新

聞

．

通

信

杜

の

進

出

が

顕

著

に

な

っ

た

こ

と

に

よ

り
、

日

本

が

そ

れ

ま

で

「
守

護

神
」

と

し

て

き

た

ロ

イ

タ

ー

へ

の

不

信

・

反

発

か

ら
、
自
前
の
独
立
し
た
国
際

要

誓

隻

持

奈

け
れ
ば
だ
め
だ
と
い
う

霧

で

雲
。

そ

豪

国
際
を

餐

す
る
形
で

姦

化
し

姦

合

（
一

九
二

六

年

創

立
）

の

設

立

で

あ

る
。

だ

が
、

岩

永

裕

吉

（
一

八

八

三

－

一

九

三

九
）

の

努

力

に

よ

り

ロ

イ

タ

ー

や

Ａ

Ｐ
、

ウ

ォ

ル

フ

（
独
）
、

ト

ラ

ソ

ス

ォ

ー

ツ

品

ア

ソ

（
独
）
、

Ｐ

Ａ

Ｔ

（
ポ

ー

ラ

ソ

ド
）
、

ア

ヴ

ア

ス

（
仏
）

な

ど

と

と

ニ

ュ

ｉ

ス

交

換

協

定

を

結

ん

だ

聯

合

と
、

Ｕ

Ｐ

電

を

核

と

し

て

光

永

星

郎

（
一

八

六

六

－

一

語

五
一

姦

極
的
に

舞

電

嚢

得

集

畠

し
て
そ

誓

で
の
広
告
代

繋

義

皮
し

警

杜
の
分
野
に
参
入
し
て

霧

し
っ
っ

奮

電

通
と
の
激
し
い

蓼

は
、

日
本
の
外
交
・

屡

嚢

の
申
で
し
ば
し
ば
不

璽

的
見

島

ぎ

、

・
国

藩

進
一

の

隻

に

；

し
た
対
外

警

メ

ヂ

ィ

ア

を

画

策

し

た

外

務

省

ば

か

り

か

と

き

の

政

府

を

悩

ま

せ

る

こ

と

に

な

っ

た
古

そ
の
結
果
、

謡

の

議

は
、

薯

．
電
通
と
い
っ
た
二
大
通

霊

の
合
併
に
よ
る

暴

の
統
一
、

一
元

隻

目
指
し
た

黒

碧

杜
を

誓
一

す

…

蕎
か
。
た
。
一
九
三
六
年
一
黒

士
一
片

繋

行
の

套

で
出

芒

蕎

嚢

悟
窪

蓬

霊

室

曇

以

姦

合
軍
の

覇

解

体

隻

け
る
四

奉

享

の
一
〇
年
間
、

霞

・

屡

嚢

の
中
で
日

書

誓

肴

か
っ
対
外

嚢

の

着

の
一
元
化
を
促
進
す
る
竺

の
機

関

と

し

て

統

く

こ

と

に

な

る
。

国
際

新

聞

協

会

日
清
．
日
露
戦
争
に
お
け

畠

内
外
で
の
日
本
を

管

巻
く

震

報
道

霧

に

吾

し
た
の

箒

も

二

ニ

デ
ィ
ァ

禦

け
で

塞

㌧

そ
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れ

は

国

際

報
一
潭
個
に
隈

ら
ず
、

政

府
の

統

括

と

言

諭

機

関

へ

の

抑

止
を

う

む

こ

と

に

も
な

っ
た
。

国

際

新

闇

協

会
が

結

成

さ

れ

た

一

九

〇

九

年

＾
」
〕

（
明

治

四

十

二
）

は

ま

た
、

そ
れ

ま

で

の

新

闇

紙

条

例

を
廃

止
し

て

新

た

に

新

聞
紙

法

が

公

布

さ

れ

た

牢

で

も

あ

っ
た
。

そ

れ

は

後

に

日
本
一一一目
論

界

の

み

な

ら

ず
、

日

本

に

居

住

す

る

外

国

人

ジ

十

ー

ナ

リ

ス

ト

に

と

っ

て

も

悪

名

高

い

ケ

ソ

ペ

イ

（
憲

兵
）
、

ト

ッ

コ

ウ

（
特

別

高

等

警

察
）

そ

し

て

検

閲

制

度

に

よ

る

言

論

の

自

由

の

制

限

を

生

み

出

す
－」
と

に

つ

な

が

っ

て

い

く
。

新

聞

紙

法

を

は

じ

め

と

し

て

国

内

マ

ス

・

メ

デ

ィ

ア

ヘ

の

締

め

付

け

は

相

当

厳

し

い

批

判

に

さ

ら

さ

れ

る

が
、

国

際

新

聞

協

会

は

外

務

省

の

肝

入

り

で

あ

っ

て

も
、

外

人

（
在

日
）

記

者

に

と

っ

て

は

利

用

し

や

す

い

も

の

で

あ

っ

た
。

発

案

者

は

『
ジ

十
パ

ソ

・

タ

イ

ム

ズ
』

の

創

設

者

と

し

て

よ

く

知

ら

れ

る

頭

本

元

貞

（
一

八

六

二

－

一

九

四

三
）

で

あ

る
。

彼

は

日

露

戦

争

当

時

は

外

務

省

の

プ

レ

ス

・

ア

タ

ッ

ツ

ニ
、

の

ち

伊

藤

博

文

の

秘

書

官

を

務

め
、

二

３

ｉ

ヨ

ー

ク

で

「
東

京

事

清

に

関

し

て

ア

メ

リ

カ

人

に

イ

ソ

テ

リ

情

報

を

流

す
」

た

め

の

組

織

（
一

九

一

六

年
）

を

つ

く

っ

た

男

で

あ

る
。

国

際

新
聞

協

会

設

立

の

目

的
は
、

「
日

本

を

誤
っ

て

紹

介

し

て

い

る

無

法

な
新

聞

人

か

ら

公

衆

を

守

る

た

め
」

と

「
日

本

か
ら

国

外

へ

の

新

聞

藪
〕

雑

誌

に

送
る

通

信

記

事

（
内
蓉
〕

の

水

準

を

改

善

す

る

こ
と
」

で

あ

っ

た
。

会

長

に

は

箕

浦
勝

人

（
元

『
報

知
新

聞
』

杜

主
、

政

治

家
、

一

八
五

四
－

一

九

二

九
）
、

副

会

長

に

は

徳

富

猪
一

郎

（
蘇

峰
、

一

八

六
三

－

一

九

五

九
）

が

就

き
、

英

米

独

蘭

な

ど

五

か

国

二
四

社

が

参

加

し

た
。

，」
の

国

際

新

聞

協

会

の
組

織

と

そ

の

後

は

ま
だ

十

分

な

研

究

が

な

さ

れ

て
い

な

い
が
、

外

人

特
派

員
ほ

一

九

二

一

年

外

務

省

椿

報
部

が

設

置

さ

れ

る

と
、

政

府

．一
ユ

ー

ス

に

よ

り

一

段

と

ア

ク

セ

ス

す

る

こ

と

が

可

能

と

な

っ

た
。

し

か

し

そ

れ

は

長

く

は

続

か

な

か

っ

た
。

一

九

二

五

年

の

治

安

維

持

法

の

施

行
は
、

そ

れ

ま

で

尾

行
が

着
い

た

と

は

い

え

比

較

的

自
由

な

旅

行

や

情

報
源

へ
σ

接

触

が

で

き

た

の

が
、

外

人
と

い
え

ど

も

例

外

に

た

ら

な

く

な

っ

た

か

ら

で

あ

る
。

清

報

部

の

存

在
、

あ

る

い

は

陸

軍

・

海

軍

の

発

表

に

は

容

易
｝」

ア

ク

セ

ス

で

き

る

プ

レ

ス

・

コ

ソ

フ

ァ

レ

ソ

ス

は

毎

目

の

よ

う

に

開

か

れ

た

が
、

そ

の

中

身
は

無

味

乾

燥

に

近

い

も

の
だ

っ

た
。

第

一

に

そ

れ
ぱ

事

実

を

不

当

に

隠

し
た

い

わ

ば

「
歪

ん

だ

情

報
」

で

あ
り
、

第

二

に

戦

線

か

ら

東

京

に

入

っ

て

く

る

．一
．一

ｉ

ス

目

体

既

に

検

閲

さ

れ

て

お

り
、

さ

ら

に

な

に

に

も

ま

し

て

「
速

報
」

で

は

た

か

っ

た

こ

と
。

し

た

が

っ

て
、

特

派

員

の

報

道

で

き

る

日

本

．一

ユ

ー

ス

は

日

本

政

府

の

プ

レ

ス

リ

リ

ー

ス

と

何

ら

変

わ

ら

ぬ

内

容

に

な

ら

ざ

る

を

得

な

か

っ

た

と

い

う

の

が

彼

ら

の

本

音

で

あ

ろ

う
。

結

ぴ

に

か

え

て

近

代

国

家

の

形

成

過

程

で

杜

会

シ

ス

テ

ム

の

ひ

と

つ

と

し

て

マ

ス

・

メ

デ

ィ

ア

が

発

達

・

機

能

す

る

－」
と

は

や

む

お

え

た

い

こ

と

と

理

解

し

な

が

ら

も
、

そ
，
」
に

常

に

一

抹

の

疑

念

が

残

る
。

す

な

わ

ち
、

国

際

環

境

の

進

展

の

前

に

は

こ

れ

ま

た

国

家

と

い

え

ど

も

組

み

込

ま

れ

て

い

く

現

実

的

た

状

況

を
、

日

本

は
一

九

世

紀

後

半

か

ら
今

目
に

至

る

ま

で

経

験

し
た
。

現

在

も

進

行

中
で

あ

る
。

本

論

で

は

ど

の

よ

う
な

国

の

特

派

員
が

目

本

一
二

ー

ス

．

日

本

記

事

を

敢

り

上

げ
、

報

道

し

て

き

た

か

を

見

て

き

た

わ

け

だ

が
、

ど

う

も

そ

れ

は

「
。ハ

ッ

ク

ス

・

プ

リ

タ

ニ

カ
」

「
パ

ソ

ク

ス

．

ア

メ

リ

カ

ー

ナ
」

と

い

う

大

き

な

世

界

像

の

中

で

し

か

動

か

な

か

っ

た
、

動

か

ざ

る

を

得

た

か

っ

た

の

で

は

な

い

か

と

思

わ

れ

る

か

ら

で

あ

る

。一

九

世

紀

か

ら

二

〇

世

紀
｝
」

か

け

て

通

信

杜

が

躍

進

し

た

背

景

に

は
、

Ａ

Ｐ

・

Ｕ

Ｐ

・

ロ

イ

タ

ー

と

い

っ

た

世

界

通

信

杜

の

激

し

い

競

争

も

さ

る
，
」
と

な

が

ら
、

ハ

ー

ス

ト

対

ピ

ュ

ー

リ

ッ

ツ

ア

ー

と

い

う

空

前

の

報

道

合

戦
、

か

た

や

ノ

ー

ス

ク

リ

フ

と

ピ

ー

バ

ー

プ

ル

ツ

ク

が

大

衆

紙

・

高

級

紙

で

ぶ

つ

か

り

あ

い

つ

つ
、

世

界

的

に

も

セ

ソ

セ

ー

シ

目

ナ

リ

ズ

ム

の

波

及
、

戦

争

報

道

の

拡

充

の

な

か

で
、

既

に

国

際

報

道

の

面

で

一
；

ー

ス

の

受

信

．

発

信

を

植

民

地

的

状

況

に

抑

え

ら

れ

て

い

た

目

本

に

と

っ

て

は
、

日

本

を

理

解

し

て

く

れ

た

外

人

ジ

十

ー

ナ

リ

ス

ト
、

マ

ス

・

メ

デ

ィ

ア

に

好

意

的

に

な

ら

な

く

て

は
、

目

本

理

解

の

報

道

の

量

は

増

え

な

か

っ

た

の

か

も

知

れ

な

い
。

や

や

話

が

飛

躍

す

る

と

し

て

も
、

マ

ス

・

メ

デ

ィ

ア

さ

え

も

確

立

さ

れ

た

近

代

政

治

俸

制

の

中

に

組

み

込

ま

れ

る

と
、

個

々

の

ジ

十

ー

ナ

リ

ス

ト
、

と

く

に

国

際

環

境
の

監

視

機

能

を

発

揮

す
る

海

外

特

派

員

は
そ

の

影

響

を

最

も

受

け

や

す
い

存

在

と

な

る
。

そ

の
結

果
、

い

か

に

苦

労

し

て

入

手

Ｌ

た

「
事

実
」

報

道
や

客

観

報

道

で

さ

え
、

彼

ら

の

数

段

上
を

越

え

た

次

元

で

自

国

あ

る
い

は

他

国

で

報

道

さ

れ
て

し

ま

え

ば
、

特

派

員
が

伝

え

よ

う

と

す

る

も

の

（
し

た

も

の
）

は

何

で

あ

っ

た

の

か

の

意

味

付

け

は
、

歴

史

の

な

か

に

も

て

遊

ば

さ

れ

て

し

ま

っ

た

よ

う

な

気

が

す

る
。

近

代

国

家

の

成

長
過

程
に

お

け

る

日

本

発

ニ
ェ

ー

ス

を

担

っ
た

外

国

人

特

派

員

の

記
事

は

一

体

何

だ

っ

た

の
か

を

改

め

て

見

直

さ

な

け
れ

ば

な

ら

な

い

だ

ろ

５
ｏ

い

い

換

え

れ

ば
、

日

本

．
；

ー

ス

と

い

う

庸

報

の

量

的

変

化

も

さ

る

こ

と

な

が

ら
、

特

派

員

の

役

割

変

化

と

い

う

も

の

が
、

開

国

以

来

の

発

信

状

況

の

変

化

で

起

こ

り

得

た

の

で

あ

ろ

う

か

と

い

う

疑

問

で

あ

る
。

第

二

次

大

戦

に

よ

り

ゼ

ロ

に

戻

っ

た

目

本

ニ

ェ

ｉ

ス

の

発

信

構

造

は
、

「
目

４ミ 目 本幸民ｊ董と†彗幸量理毒彗薯ｏ妻変化



釆

経

済

摩

擦
Ｌ

や

「
ジ

ャ

バ

ソ

・

バ

ソ

シ

ソ

グ
」

と

い

５

今

目

的

状

況

を

見

る

隈

り
、

よ

う

や

く

一

九

二

ｑ

三

〇

年

代

に

回

復

し

た

と

こ

ろ

な

の

で

は

た

い

だ

ろ

う

か
。

本

論

文
を

執

筆

中

に

発

表

さ

れ
た

「
在

日

外

国

人

特

派
員

調

査
」
（
近

藤

健

『
新

聞

研

究
』

一

九
九

〇

年

六

月

号
、

五

八
－

六

三

頁
）

に

よ

る
と
、

日

本

語

を

「
話

す
」

「
読

む
」

に

つ

い

て

の
一一一百

語

能

力

で

は

「
全

く

で

き

な

い
」

が

前

者

四

割
、

後

者

が

六

割

近

い

か

ら
、

今

世

紀

初

頭

と

変

わ

っ

て

い

な

い
。

が

他

方

彼

ら

が

本

国

に

送

る

日

本

記

事

の

ニ

ェ

ー

ス

ソ

ー

ス

の

重

要

度

は
、

政

府

・

官

庁

系

よ

り

マ

ス

コ
・
｛
の

方

が

比

重

が

高

い

と

い

う

事

実

は
、

〃
ポ

ｉ

ダ

レ

ス
”

と

い

う

世

界

状

況

の

認

識

下

で

国

内

マ

ス

・

メ

デ

ィ

ア

の

健

全

な

る

育

成
、

「
ソ

ト
」

「
ウ

チ
」

な

ど

の

柵

を

と

り

は

ず

す

よ

う

た

報

道

を

す

る

こ

と

が

課

題

の

一

つ

で

あ

る

こ

と

を

明

ら

か

に

示

し

て

い

る
。

そ

Ｌ

て
、

実

は

も

う

一

つ
、

在

日

特

派

員

の

手

足

と

な

っ

て

働

い

て

い

る

い

わ

ば

「
黒

子
」

役

の

育

成

を

す

る

こ

と

に

よ

っ

て
、

日

本

発

一
二

ー

ス

の

改

善

が

な

さ

れ

る

の

で

は

た

い

か

と

思

う
。

発

信

に
し

て

も

受

信

に

し
て

も
、

清

報

量

の

増

犬
は

誤

解

を

招

く

可
能

性

が

高

ま

る

わ

け

で
、

そ
れ

を

正

し

い

理

解

の

も
と

に
ど

う

伝

え

る

か

と

い

う

作

業

は
、

マ

ス

、

メ

デ

ィ

ア

に

関

し

て

い

え

ば

ヒ

ト

ー

ジ

ャ

ー

ナ

リ

ス

ト

が

行

う

も

の

で

あ

り
、

モ

ノ

で

は

な

い

か

左

で

あ

る
。

蝸

（
１
）

ア

メ

リ

カ

の

ジ

十

ー

ナ

リ

ス

ト

・

作

家
。

『
犬

統

領

へ

の

道
』

（
一

九

六

二

年
）

で

ピ

ュ

ｉ

リ

ソ

ツ

ア

ー

賞

受

賞
、一

（
２
）

オ

ｉ

ス

ト

ラ

リ

ア

人

ジ

十

ー

ナ

，

ス

ト
。

一

九

四

五

年

九

月

五

日

付

ロ

ソ

ド

ソ

『
デ

イ

リ

ー

・

ユ

ク

ス

プ

レ

ス
し一

紙

で

世

界

に

広

島

の

原

子

曝

弾

投

下

の

惨

劇

を

伝

え

た

記

者

と

Ｌ

て

知

ら
。
几

て

い

る
。

披

は

朝

鮮

戦

争

・

京

西

冷

戦

・
、へ

ト

ナ

ム

報

遵
沖
」
活

躍
．一

邦

訳

さ

れ

た

薯

書

に

『
十

七

度

線

の

北
』

（
一

九

六

五

年
）
、

『

広

島

・

板

門

店

・

ハ

ノ

イ

パ

ー

チ

品

リ

ト

自

伝
』

（
一

九

七

二

年
〕

た

ど

が

あ

る
。

彼

が

〃

ノ

ー

モ

ア

・

ヒ

ロ

ッ

ア

の

名

言

で

記

事

を

結

ん

だ

と

い

う

伝

説

は
、

今

日

で

は

否

定

さ

れ

て

い

る

に

Ｌ

て

も
、

彼
が

原

爆

の
悲

劇

を

世

界

に

警

告

し
た

最

初

の
ジ

†

ー

ナ

リ

ス

ト

で
あ

る

事

由
天
に

変

わ

り

ぱ

な

い
。

〔
ヨ
〕

カ

ナ

ダ

の

ジ

十

ー

ナ

リ

ス

ト
ロ

『
シ

カ

ゴ

・

サ

ソ
』

特

派

員

と

Ｌ

て

戦

後

来

日

し
、

マ

ソ

カ

ー

サ

ー

の

占

領

政

策

を

批

判

し

た
。

（
４
）

ち
な

み

に
武

内

博

編

『
来

日

西
洋

人

名

事

典
』

（
日

外

ア

ソ
シ

エ
ー

ツ
、

一

九

八

三

年
）

の

「
新

聞

・

出

版
」

の

索

引

を

引

く

と
、

二

九

人
、

国

籍

で

い

う
と

イ

ギ

リ

ス

が

第

一

位

で

一
七

人

で

ほ

ぼ

半

数

を

占
め
、

以

下
は

ア

メ

リ

カ

九

人
，

オ

ラ

ソ

ダ

ニ

人
、

フ

ラ

ソ

ス

は

わ

ず

か

一

人

で

あ

る
。

欧

字

紙

関

係
が

多

い

が
，

こ

こ

で
は

既

に

比
較

的

垂

く

語

ら

れ

た
新

聞
人

と

欧

宇

紙

に

つ

い

て

は

一
、

二

紙

を

除

き

詳

述

は

避

け

た
。

（
５
）

員
ｏ
『

窒

幸
－
∪
窃
昌

昌
只

§
曲

宇

さ
、

葦

ぎ
苫

、
暮
富

費

書

『
註

き
－
畠

塙

母

ミ

冒
註
喧

ぎ

§
恥

§
．
§

討
帖
蔓

ｏ
§

童

ミ

（
－
ｏ
者
団

Ω
Ｈ
、

－
ｏ
幸
凹

〇

三

さ

冨
一
｛

雲

鶉
’

岩

轟
）
一

日
掌

実

－

寄
一

テ

イ

ラ

ー

は

の

ち

中

国

・

イ

ソ

ド

・

エ

ジ

プ

ト

・

７

フ

リ

カ

な

ど

を

訪

れ
、

西

欧

に

は

ま

だ

ほ

と

ん

ど

知

ら

れ

て

い

な

か

っ

た

国

々

の

様

子

を

報

告

し

て

い

る
。

ま

た

彼

は

ペ

リ

ー

の

公

式
報

告

に

も

多

大

な

貢

献

を
し

て
い

る
。

（
６
）

濱

屋

雅

動

「
ペ

リ

ー

の

日

本

遠

征

期

に

お

け

る

ア

メ

リ

カ

・

ジ

ャ

ー

ナ

リ

ス

ム

の

対

日

認

識

雲

巨
凹
昌
．岨

麦

言

亭
専

竃

芸

竃

ヨ
巾

の

日
本

関
係

記

事

を

申
心

に
し

て

－

Ｌ

目

本

大

掌

比

較
文

化

・

比

較

文

掌

会

報

告

（
日

本

大

学

三
島

校

舎
）
、

一

九

八

八

年

十
＝

月
九
、

十

日
。

（
７
）

同

記

事

に

は

「
Ｄ

・

Ｂ

・

Ｓ
」

の

署

名

が

あ

る

が
、

前

後

し

て

の

同

紙

掲

載

の

日

本

記

事

に

は

「
Ｓ
」

あ

る

い

は

「
Ｄ

・

Ｓ

・

Ｂ
」

の

署

名

が

見

受

け

ら

れ

る
。

＾
呂
）

』１
界

虫

賞
打

さ

§
帖

旨
も
§

（
２
吋
一

霊
斤
３

吊
冨
；

俸

ｏ
ｏｊ

冨

竃
）

’

く
Ｏ
－－
ド

、
」

甲

（
９
）

厚
而
巨
ｇ

鼻

ｏ
Ｉ

昏
二
彗
具

婁

§
ｏ
§

書

『

ｏ
ミ

ミ
怠

§
軋
§
｝
ｈ

』
§
－

ミ

甘

§

〉
“
呂
．
竜

§

ミ

量

§

－
、
伯
ｏ

～
－
喧
－
｝

（
宝
｝

一

田
富
一｛
≡

姜
一

Ｈ
ｏ
Ｈ－

一

冨

ミ
）
．

ハ

ウ

ス

に

つ

い

て

は

盲

ヨ

鶉

－
－

庄
目
纐
≡
凹
目
一

嚢

害

ミ
軋

串
－

き

寡
『

勇

Ｈ
向

書

ｏ
、

ミ

、
』
ミ

（
宛
ｏ
窩
叩
冒
庁

勺
若

昌
一

〇
巨

蓋

邑

｛

○
用

≦

ｏ
巨

濃

～

岩

竃
〕

や

犬

谷

正

「

ユ

ド

ワ

ー

ド

．

ハ

ワ

ー

ド

ー

ハ

ゥ

ス

詮

考
」

『
専

修

法

学
論

集
』

第

四

八

号

（
一

九

八

八
年
、

二

三

五

－

二

六
〇

頁
）

た

ど

を

参

照
。

（
ｍ
）

の

ち

に

』

菖

ミ

ミ

掌

由

ミ
ｏ
ミ
軋

豊
｝
葦

ｏ
塙
註
ミ

ミ

ｏ
、
蔓
註

〔
一

八

七

九

隼
、

邦

訳

『
グ

ラ

ソ
ト

将

軍

目

本

訪

問

記
』

雄

松

堂
）

を

執

筆

し
、

日

本
を

紹

介
。

（
ｕ
）

例
え

ぱ
、

最

近

横

浜

開

港

資

料

館

で
は
、

幕

末

期

に

発

行
さ

れ
た

と
い

お

れ

る

米

系

『
ジ

中
．ハ

ソ

・

ユ

ク

ス

プ

レ

ス
』

が

フ

ラ

ソ

ス

外

務

省

文

書

に

添

付

さ
れ

て

い

る

の

を

発

見

Ｌ

た

＾
『
横
浜

も

の

の

は

じ

め

考
』

一ハ
四

－
六

五

頁

参
照
。

発

見

号

に

ぱ

「
生

麦

事

件
」

を

報

じ

る

も

の

が

合

ま

れ

て

い

る
）
。

ま
た

米

国

国

立

文

書

蟷
所

蔵

史

料

を

み

る

と
、

「
在

外

外
交

代

妄

送

信

一

八

五
五

－

一

九

〇

六
」
一
領
事

送

信

集

神

奈

川
一

八

六

一
－
－
一

八

九

七
Ｌ

「
駐

日

公

使

鎗

伝

来

文

書
」

の

た

か

に

『
ジ

十
．ハ

ソ

・

ヘ

ラ

ル

ド
』

は

じ

め
、

当

時

国

内

で

発

行
さ

れ

て

い

た

英

字

紙

の

ほ

と

ん
ど

全
種

類

が

資

料

な

ど

の

形

で

添

付

さ

れ

て

い

る
。

（
〃
）

こ

の

プ

リ

ソ

ク

リ

ー

の

『
メ

ー

ル
』

の

競

争

紙

『
ジ

巾
．ハ

ソ

・

ガ

ゼ

リ

ト
』

の

主

筆

に

た

っ

た

イ

ギ

リ

ス

人

Ｗ

・

デ

一一

ソ

グ

（
ミ

巴

帯
Ｈ

Ｏ
昌

，

寧

冨

き

～

曇

富
）

は

プ

リ

ン

ク

リ

ｉ
同

様
、

日

本

語

に

精

通
し

た
親

日

家

だ

っ

た
が
、

外

人

居

留

地

民

の
声

を

反
映

し

て

条

約

改

正

反
対

の
立

場

を

と

り
、

日
本

側

の

批

判

を

浴

ぴ

た
。

次

男

（
冨

き
ｏ
Ｈ
耳

穿
一
胃

Ｕ
昌
弐
寧

－
匝
ミ

ー

冨
ミ
）

は

第

二

次

大

戦
後

初

の

駐

目

イ

ギ

リ

ス

大

使

と
し

て

来

日

Ｌ

て

い

る
。

（
Ｈ
〕

樋

口

次

郎

・

犬

山
瑞

代

編

著

『
条

約

改

正

と

英

国
人

ジ

中

ー

ナ

リ

ス

ト

Ｈ

・

Ｓ

・
。ハ

ー

マ

ー

の

東

京

発

通

信
』

（
思

文

閣

出

版
、

一

九

八

七

年
）

た

ど
。

パ

ー

マ

ー

は

イ

ソ

ド

生

ま

れ

の

英

陸

軍

軍

人
．

工

兵

少

将

で

退

役
。

一

八

八

四

年

か

ら

九

二

年

ま

で

『
ザ

・

タ

イ

ム

ズ

』

に

通

信

を

送

り

て

い

る

が
、

ジ

十

ー

ナ

リ

ス

ト

出

身

で

は

な

い
。

（
１４
）

§
帖

望

包
ｏ
書

早

芸
亜

『
ぎ

富

（
旨
目
ｏ
〇
三

冨
雪

目
≡

竃
一

冨

ミ
）
一

〇
。

冨

ナ

冨
蜆
。

京

京

の

プ

リ

ソ

ク

リ

ー

以

外

に

横

浜

（
Ｚ

ら
。

香

目
豊

ｏ
ヨ
）

と

神

戸

に

補
助

通

信
員

を

置

い

て

い

た
。

（
１５
〕

ウ

ソ
ド

ハ
ウ

ス
瑛

子

『
日

露

戦

争

を

演
出

Ｌ

た

男

モ

リ

ソ

ソ
』

（
東

洋

経

済

新

報
杜
、

一

九

八

八

年
〕

上

下
、

同

『
北

京

燃

ゆ

義

和

団

事

件

と

モ

リ

ソ

ソ
』

（
古
＾
洋

経

済

新

報

杜
、

一

九

八

九

年
）
目

モ

リ
ソ

ソ

の

自

薯

に

き

』
呈
軋

ミ

篶
昌
苫

ぎ

ｏ
ミ
篶
宙

（
－
ｏｏ
雷
）

が

あ

る
。

（
蛇
）

吉

田
哲

次

郎

「
明

治

時

代

の
日

本

の

薪
聞

と

肩

イ

タ

ー

①
～

⑫
」
『
薪

聞

通
信口
調
査

会

報
』

第

二

六

〇
ｉ

二

七

七

号

（
昭

和

五

十

九

年

六
月

－

六
十

年

十

二

月
）
。

（
〃
〕

知

ら
れ

て

い

る

限

り

ケ

ネ
デ

４

１

の

眉

書

き

は

多

彩

だ

っ

た
。

通

信

杜

系
統

で
は

ｏ
言

窒

冨

豊

監

羊
窃

■
血
阯ｏ
圧
曲
匝
昌

亀

岸
昌

茎

冨
一

エ

ク

ス

チ

呈

ソ

ジ

・

テ

レ

グ

ラ

フ
、

オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ア

の

Ａ

Ｐ

Ａ
、

一一

ユ

ー

ジ

ー

ラ

ソ

ド

の

Ｎ

Ｚ

Ｐ

Ａ

の

通

信

員
、

ま

た

新

聞

・

雑

誌

系

統

で

は

『
シ

カ
．ヨ

・

デ

イ

リ

ー

．

一一

ユ

ー

ス
』

『
イ

ソ

デ

ィ

ペ

ソ

デ

ソ

ト
』

『
ア

ウ

ト

ル

リ

ク
』

『
デ

イ

リ

ｉ

・

テ

レ

グ

ラ

フ

』

『

チ

十

イ

ナ

・

デ

イ

，

１

・

’

ユ

ｉ

ス

』

た

ど

の

岬 日 本 報 道 と 情 報 現 境 ｏ変 化



通
骨一
害
員
一
由

兼

ね

て

い

た
。

婁
岨
旭

の

『
ジ

キ

パ

ソ

・

ア

ド

ヴ

ァ

タ

イ

ザ

ー
一１

の

役
古
員
・
も

し

て

い

＾
」
。

本

文
・
甲

略

Ｌ

た

ロ

イ

タ

ー
－
一
泉

京

支

局

の

ス

タ

世

フ

名

を

列

挙

し

て

お

く
。

実

姜

凹
≡

＝
ｏ
＝

畠

一
一

雪
＝
岩
二

「

｝
＾

１

、－、
；

青
二
．
早

ｏ
－

重

…

己
ｏ
＝

一

≧
一
邑

言

…

冨
一
、
ｏ
〇
一
ξ

－

最

後

の

プ

ｉ

リ

ー
・
に

つ

い

て

は
、

小

糸

忠

吾

『
目

本

と

国

際

コ

こ

一一
ケ
ー

ヅ

ヨ
ソ
占

（
東

京

書

店

一

九
八

二

年
〕

注

二

七

〇

三

好

徽

『
ま

む

し
の

周

六
』

（
中

央

公

論

杜

一

九
七

七

年
）

＝

九

六

－
九

七

頁

参

照
。

（
蝸
〕

大

谷

正

「
ワ

ー

ル

ト

新

聞

と

日
青

戦

争
報

道
」

『
専

修

犬

学

社

会

科

学

年

報
』

第

二
三

号

（
一

九

八

九

年
〕

＝
二
九
－
－
七

二

頁
。

（
珊
）

国

内

で

の

ト

イ

ツ

系

雑

誌

は

一

八

七

三

隼

こ

ト

イ

ツ

東

ア

ソ

ア

協

会

カ

発

行

し

た

－
ミ

葦
専
ミ

…
翁

§

軋
電

ｂ

§
旨

ま
§

ｏ
害

ミ

害
ぎ
、－

さ
『

≧
き

ミ

…
ミ

ペ
ミ
ぎ

こ

ミ
軋
帖

ｏ
色
姜
“
註
詰

が

最

初

と

い

わ

れ
、

一

八

九

九

年

に

は

日

本
人

の

手

に

よ

り

、
§

…
品
色

§

暮

ｏ
生

が

発

行
さ

れ

て

い

る
。

（
別
）

さ

ミ

ー
さ

ぎ

ミ
ｓ
筆

き

ミ
蒔
宮

ｏ
ミ
ミ

忌

§
軋
塞
冨
（
２
｝
一
〇
〇一
亡
ヨ
甘
由

；
自

き

畠
一
ξ

＝

畠
♂

冨
一
川占
）
一

ｉ
」

姜
。

ウ

ソ

ド

＾

ウ

ス

験

子

「

目

本

軍

部

と

外

人

記

者
」

『
日

露

戦

争

を

演

出
し

た

男
』

た

ど

参

照
。

〔
別
〕

克
ｏ
ゴ
竃

≠

ｏ
畠

目
ｏ
ヨ
具

嚢

も
二

書
－
竃

旧
－
～
岨
１

（
四
）

ｏ
巨
二
・
㎝
ｏ
斥

ｃ

自
二
王

－
“
帖

ぎ

富

蔓

こ
、

ミ

ミ

§

こ

註

』

ミ
㌔
ｏ
・
旨
ｈ
ミ
ー
富
砧

売
ミ
良

～

葦

－
岨
ｏ
屯

～

竃

－
ｏ

（
蜆
而
ｏ
＝
二

之

彗

昌
一

勺

暮

二
〇
皇
一
〇
言

一

冨

実

ン

目

官
ー

ミ

ー
－

巴

ー

コ

ー

エ

ソ
と

ペ

セ

ル

に

つ

い

て
は

鄭

晋

錫

・

韓

国

外

塵
語
大

学
敦

授

の

示

竣

に

請

う

と

こ

ろ

が

多

い
。

（
鴉
）

巨

昌

彗

ｏ

姜

亘

ミ
．

粗
ｏ
ミ

ミ

＞
煎
昌

ぎ

黒

Ｈ一
ぎ

富

富

竃

－
－

竃

、
－

（
望
べ

一

ｚ
而
幸

べ
ｏ
鼻

ヨ

彗

匪
・

冨

曽
〕
一

署
。

ミ
蠣
－

ミ

９

甲

帖
竃

．

両

紙

の

一
；

ｉ

ス

交

換

は

第

一

次

大

戦

ま

で

続

い

た
。

（

警

血
冒

昌

岬

里
目
昌
昌
而
『一

旨

官
署

富

き

言

き
臣

罫

姜
品

§
誼
婁

ｓ

ミ

葦
帝

、
宙
屯

用

ミ

さ

ミ
山

（
蜆
ε
一一
匡

⊂
昌
ぞ
ｏ
ユ
血
膏

一
畠

葦
一
冨

ｏ
｝

三

雪

冒
・

＝
昌

巳

元
吊
巨
巳

…
岨

－
｛
窃
ｏ
買

ら

、
饒

扁

’

留

ユ
冨

血
－
♪

冨

雷
）

一

宿
〇
一
蜆
～

■

＝

畠

≡

…

巳
一

さ

ミ
ニ

ｉ
ｉ
」

曽

－

亀

中

（
巧
〕

＝
一
…

ｉ

５
土
暮

己

ξ
一

一

ざ

き

昌
、

ｏ
富
胃
ミ

ｑ

（
－
ｏ
二
邑
ｏ
二
一
〇
己
彗

重

匝
ｏ
〇
一
島
一

宕

富

ｙ

ヨ
Ｌ

き
。

芳

地

昌

三

（
訳
〕

『
戦

争

報

道

の

内

募
』

（
時

事

通

信
社
、

一

九

八

七

年
）
。

（
蝸
）

－｛ｏ
冨
ユ

峯

』

畠
≡
昌

具

ｏ
『
室
蜆

§
軋

ｏ
皇

ミ

ミ
一

ミ

ミ
、
軋

き

§

完

恩

富
，
§

塔

由

茎

毒

§

Ｈ
一

呂
ｏ

宮
ぎ

装

－
㎏
～
ｏ

－
－
喧
へ
ｏ

（
旨
幸
印

Ω

｛

“

⊂

弐

≦

富
＝
｝

宰

一
〇
｛
蛯

字

鶉
蜆
一

冨

竃
）
一

召
１

＝
ｏ
－
－
己
’

＾
η
〕

Ｊ

・

Ｗ

・

シ

巾

ー

キ

ー

■
，ハ

リ

特

派

員

か

ら

一

九

二

二
－

二

一

年

Ａ

Ｐ

東

京

支

局

長
、

の

ち

ジ

ュ

ネ

ー

プ

特

派

員
，

一

九

三

六

年

か

ら

一
二

ｉ

目

ー

ク

本

杜

の

外

信

部

長

に

た

っ

た
．

デ

ズ

エ
、
ソ

ド

〔
前

掲

書
－

一

九

八

二

年
、

一

七

九

Ｌ

八

一

頁
〕

に

よ

れ

ば
、

当

時

の

Ａ

Ｐ
，

Ｕ

Ｐ
、

１

Ｎ

Ｓ

の

東

京

特

派

員

は

次

の

と

お

り
。

ト

『
＾

竃

奏

～

臼

』
－
向
－

掘

颪

ユ
竃
宇
一

冨

曽

－

帖
♪

ｏ
而
昌

需

ｏ
冊
昌

申

二
〇
塞

－

寄
一

富

－

阯
Ｐ

ｏ
帖

－

蜆
罰

』
ｏ
岨
吊
モ
＝

由
印
『
『

…

－
岨
－
蜆
－

咄
固’

く

芹
一
〇
『

Ｏ
’

Ｏ
－

目
自
『
里
＝
片
岨

＾

岩

塞

－
山
一

旨

≡

畠

≠
－

竃

邑
岨

二

〇
ω
ぺ
－

含

宛
旦
昌
蛯
＝

（
、
賞
〕

…
ｏ
ユ
ヨ
一

童
ｏ
ユ
＝
’

⊂
巾
，

冨

要

～

望
’

量

旨
血

≠
．

く
唖
自
里
≡

一

岩

聾

－

竈
’

ｏ

膏

冥
巨

（

霊

３

竃
曲
冨

罫

＝

二
岨
譜

～
｝

甲
［

ρ

一
一
ぎ

≡

葛
〇

三

家

ざ
＝

＝
－
→
目
書
ｏ
ｊ

宛
ｏ
思

二

→
－
宙
而
昌
巴

完
一

量

㎝
１

岩

ミ

ー

－

巨

ま
Ｈ

＝

畠

旨
コ

ニ

岨
畠

－

含
一

」
－
宛
１

｝

畠
ヨ
寧

市
彗

２

婁

巨
冨
一
畠
一

雪

暑

匝

臼

暮

昌

望

（
㎎
〕

巳

雷

ヨ

巨

（
詰

婁
〕
一

弓
－

む
ｏ
－

彗
－

（
珊
）

§

乱。

海

底

電

線

の

影

饗

と
効

果

に

つ

い
て

『
海

底

線

百

年

の
歩

み
』

は
、

海

外

貿

易

・

価

格

引

き

下

げ

・

一

般

文

化

・

新

聞

事

業

・

政

治

・

戦

争

の

六

つ

の

側

面

を
検

討

し

て

い

る
が
、

戦

争

と
い

う

側

面

で

は

米

西

戦

争
、

目

露

戦

争
、

第

一

次
犬

戦

の

三

つ

を

あ

げ

て

い
る
。

（
別
）

ポ

ー

ソ

は

中

国

の

国
民

革

命

お

よ

ぴ

内

乱
、

満

州

事

変

た

ど

ア
ジ

ア

の

蝸

重

大

事

件

の

報

道

に

活

躍
し

た
。

帰

国

後

は

本
杜

支

配

人

兼

夜

間
一
；

ー
ス

編

集

長
。

第

二

次

犬

戦

中

太

平
洋
、

ア

ジ

ア

方

面
の

Ｕ

Ｐ

従

軍

記

者

総

監
督

と

し

て

各

戦

線

に

従

軍
し
、

日

本

の

降

伏

と

と

も

に
再

来

日

し

た
。

の

ち

ア

ジ

ア

総

支
配

入

と

Ｌ

て
東

京

に
駐

在

Ｌ
、

四

七

年

Ｕ
Ｐ

副

杜

長

と

在

『

た
が
、

鵯

猟

中

遭
難

し

て

上

田

碩

三

電
通

杜

長

ら

と

と

も

に

死

去
。

一

九

五

〇

年

（
昭

和
二

十

五
）
、

Ｕ

Ｐ

の

カ

イ
ズ

ピ

ー

チ

（
内

聖
雷

田
篶
ｏ
芦

岩

冨

－
岨
ε

や

『
毎

日
新

聞
』

の

協

力

の

も
と

日

本

に

関

す

る

報

道

活

動

を

記

念

し

て

「
ボ

ー

ソ
賞
」

が

設

定

さ

れ
、

毎

年

国

際

理

解

に

顕
薯

在

寄

与

を

し

た

日

本

人

記

者

に
贈

呈

さ

れ

て

い

る
。

ポ

ー

ソ

賞
は

六

〇

年
か

ら

Ｕ

Ｐ
Ｉ

と

電

通
が

基

金

援

助

Ｌ
、

「
ポ

ｉ

ソ

・

上

田

記

念

国

際

記

者

賞
」

と

改

称

さ

れ

た
。

主

薯

に

ｏ
ｓ

雫
ぎ

喧

葦
吊

き

、

■
富
、

（
－
畠
酎
）
、

『
ア

ジ

ア

の

防

壁
』

（
一

九

四

九

年
）

な
ど

が

あ

る
。

（
帥
）

冨
凹
き

睾

二

婁

宛
－

，
亡

－
岬

宰
冊
留

ｏ
ｏ
く
ｏ
冨

零

ｏ
－

旨
宕

書

Ｌ
岨
ビ

ー

崖

合
一
，

ま

冒

血
ｏ
員

嘗
巨

穿

目

ミ

邑

ｏ
斥
蛯

昌
ｏ
冨
一

〇
駐

二

、

竃

辻

き

ま

ミ

婁

雲
色
ｏ
ミ

盲
ｂ
§

嚢

よ

§
ま
〔
§

完
き

ぎ

婁

竃

曽

－

竃

ミ

（
宮

ご

ｏ
ｏ
巨

目
巨
凹

自

ま
く
雪

旺

｛

勺
冨

藷
一

－
岨
富
）
一

軍

蜆
冨

一

（
腕
〕

西

脇

順

三

郎

・
森

亮

（
監

修
〕

『
ラ

フ

免

デ

ィ

オ

・

＾

－

ソ
著

作

集

第

５
巻

神

戸

ク

ロ

ニ

ク
ル

論

説

集
』

（
恒

文
杜

出

版
、

一

九

八

八
年
）
。

（
鍋
）

Ｈ

二
丁
イ

ル

ト

マ
ソ
、

加

瀬

英

明

（
訳
）

『
目

本

報

道

三

十
年
』

（
新

潮

杜
、

一

九

六

五

年
）
。

（
糾
）

宝

睾

≡

彗

竃
則
富

｛

彗
一

§
品

－
き
話

中
§

ｏ

島

彗
軋

§
曲

専

包

－
さ
．

註
、

ト

曳

語

書
も
書

呉

峯

暮

ミ
軋

き
一咄
｝
雷

（
Ｏ

昌
帽
買

８

胃
窃
血一

Ｈ
Ｏ固
は
）
一

宕
軍

曽

－

富
１

（
肪
）

フ

ラ

ソ

ス

人

ジ

キ

ー

ナ

リ

ス

ト
。

．^

リ

近

郊

ム

ド

ソ

生

ま

れ
。

パ

！

大

学
法

学

部

卒
で

博

士

号

を

も

つ
。

一

九

三

四

年

ハ
昭

和
九
）

Ａ

Ｆ

Ｐ

の

前

身

で

あ

る

ア
ヴ

ァ

ス

通

信

杜

に

入

り
、

三

七

年

日

中
戦

争
取

材

の

た

め

上

海

特

派

員
。

翌

年

か

ら

東

京

支

局

長

に

な

り
、

外

国

人

ジ

キ

ー

ナ

リ

ス

ト

と

し

て

ば

太

平

洋
戦

争

の

全
期

間

を

日

本

で

過
ご

す
と

い

う
、

稀

有

壮

体
験

を

も

つ
。

戦

後

『
ル

・

モ

ソ

ド
』

紙

に

転

Ｌ
、

一

九

七

七

年

に

引

退

す

る

ま

で

イ

ソ

ド

シ

ナ

戦

争

の

取

材

を

皮

切

り

に

中

国

・

日

本

・

ペ

ト

ナ

ム

を

は

Ｌ

め

と

Ｌ

て

戦

後

の

第
一

線

〈

ア
ジ

ア

記

者
〉

と

Ｌ

て

活

躍
し

た
。

邦

訳

さ

れ

た
主

薯

に

『
六

億

の
蟻
』

（
一

九

五

七

年
）、

『
第

三

の
犬

国
・

日

本
』

（
一

九

六

九

年
）
、

『
ゾ

ル

ゲ

の

時

代
』

（
一

九

八

○

年
〕

な

ど
。

（
珊
）

Ｒ

・
ギ

ラ
ソ
、

矢
島

翠

（
訳
〕

『
ア
ジ

ア
特

電

一

九

三

七

～

一

九

八

五

過

激

な

る

極

東
』

（
平
凡

杜
、

一

九

八

八

年
）

四

六
頁
、

〔
３７
〕

同

書
、

八

九

－

九

〇

頁
．

〔
鍋
〕

英

字

紙

を

対

外

宣
伝

に

便

お

う

と

い

う
施

策
は

明
治

初

期

か

ら

行

わ

れ

た
。

代

表

的

に

は

『
ジ

ャ

パ

ソ

・

メ

ー

ル
』

の

買

い

上

げ
、

買

収

工

作

（
失

敗
〕
、

『
ト

ｉ

キ

旦

１

・

タ

イ

ム

ズ
』

へ

の

補

助

金

拠

出

な

ど
、

政

府

が

直

接

ま

た

は

問

接

（
財

界

経
由
）

と

い
っ

た

様

々

た

形

を

通
し

て

対

外

世

論

を

宥

利

に

展

開

し

よ

う

と

し

た
。

（
肥
〕

し

ぱ

し

ぱ

引

用

さ
れ

る

が
、

司

馬

遼

太

郎

『
坂

の
上

の

雲
』

の

「
あ

と

が

き
」

に

は

次

の

よ

う
注

記

述
が

あ

る
。

「
日

露

戦

争

に

蜻

け

る

戸
シ

ア
は

世

界

中

の

憎

ま

れ

者
で

あ

っ

た
．

と

い

う

よ

り

タ
イ

ム

ズ

や

戸

イ

タ

ー

通
信

と

い

う

国

際

的

た

清

報
綱

を

に

ぎ

っ

て

い

る
英

国
か

ら

僧

ま

れ

て

い

た
。

英

国

の

報

道

機

構

が
、

」

つ
こ

く

日

本

の

勝

利
を

報

じ
、

そ

の

電

報
が

各

国
の

新

聞

に

掲

載

さ

れ

た
。

極

端
に

い

え

ば

満

州

め

陸

戦

の

お

け

る

行

事

役

ほ

タ

イ

ム

ズ

と

目

イ

タ

ー

通

信

で

あ

っ

た
。

そ

れ

に

よ

っ
て

国

際

的

な

心

理

や

世
論

が

う

ご

か

さ

れ

た
。

日

本
が

情

灘

操

作

が

上

手

で

あ

っ

た
，
わ

け

で

は

な

か

っ

た
。

Ｌ

（
珊
〕

小

糸

忠

吾
、

前

掲

書
、

一

四
一

頁
。

（
虹
〕

前

掲

書
、

一

五
一

－

五

六

頁
。

（
境
〕

『
東

京

朝

日
』

一

九

〇

九

隼

五

月

二

十

一
目

付
。

同

記

事

に

よ
れ

ば
、

国

際

新

聞

協

会

発

足
以

前

に
、

内

外

新

聞

記

者
懇

和

会
、

外

電

記

者
倶

楽

部

目 本幸臣；註と†音幸呈覇葦圭竜妃｛変イヒ岬



が

あ

っ
た
。

一

八
九

八

年

発

足

の

「
国
際

記

者

協

会

（
三

雪

昆

ま
目
邑

茅
。

竃
巳

き
ｏ
昌

昌

』
昌

…

豊

豊
）
」

は

両

者

の

う

ち

の

い

ず

れ

か

を

指

す
と

思

わ

れ
る
。

た

お

国

際

新

聞

揚
会

の

発

会

式

は

五

月
二

十

九

日

帝

国

ホ

テ
ル

に

て

行

お

れ

た
。

（
鵯
）

ｏ
霊

昌

ま

（
嚢
ｏ
ｙ

夢

帖
－
高
－
曽
印

▼

参

考
文

献

・

資

料

（
注
記

以

外
）

朝

日

新
聞

杜

（
編
）

『
朝

日
新

聞

一

〇

〇

年

の

記

事
に

み

る

④
外

国

人

の

足

跡
』

朝

日
新

聞

杜
、

一

九

七

九
年
。

司
「
イ

リ

ュ

ス

ト

ラ
シ

オ

ソ
」

日

本

関

係

記

事

集
一

八

四

三

－

一

九

〇

五
』

二

巻
、

横

浜

開
港

資
料

館
、

一

九

八

六

年
。

内

川

芳

美

．

宮
地

正

人

（
監

修
）

『
外

国
新

聞

に

見

る

日

本
』

第

一

巻

（
一

八

五

三

～

七

三

年
）

毎

目

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

宣

ソ

ズ
、

一

九

八

九

隼
。

小

野
秀

雄

『
新

訂

内

外

新

闘
史
』

日

本

新

聞

協

会
、

一

九
七

〇

年
。

小

糸
忠

吾

『
世

界

の

新

閨
・

通

信

社

－

激

動

の
第

三

世

界

と

犬

国

の

マ

ス

メ

デ

ィ

ア
』

理

想

出

版

杜
、

一

九

八

○

年
。

小

糸

忠

吾

『
趨

大

国

米

国

ソ

連

の

マ

ス

メ
デ

ィ

ア
』

理

想

出

版

杜
、
一

九

八
一

年
。

日
ザ

．

ヤ

ト

イ
』

思

文

閣

出

版
、

一

九

八

七

年
。

坂

田
吉

雄
．

吉

田

光

邦

（
編
）

『
世
界

史

の

た

か

の

明

治

維

新

－

外

国

人

の

視

覚

か

ら
』

京

都

大

掌
人

文

科

学

研

究

所
、

一

九

八
三

年
。

『
新

聞

集

成

明

治

編

年
史
』
（
復

刻

版
、

本

邦

書

籍
、

一

九

八
二

年
）

第

一
四

巻

ほ

か
。

デ

ズ

モ

ソ
ド
、

Ｒ

・

Ｗ
、

小

糸

忠

吾

（
訳
）

『
国

際

報

道

と

新

聞
』

薪

聞

通

信

調

査

会
、

一

九

八
三

年
，

『
日

本

初

期

新

闘

全

集
』

べ

り
か

ん

社
、

一

九

八

六
年

［
継

続

刊

行

中
］
。

『
日

本

新

聞

年

鑑
』

（
復

刻

版
、

日

本

図

書

セ

ン

タ

ー
、

一

九

八

五

年
）

第

一

巻

（
大

正

十

年
〕
．

長

谷

川

進

一

（
編
）

『
ジ

中
ーハ

ソ

・

タ

イ

ム

ズ

も

の

が

た

り
』

ジ

十
．ハ

ソ

・

タ

イ

ム

ズ

杜
、

一

九

六

六

年
。

ポ

ー

ラ

ー
、

ユ

ド

ワ

ー

ド

「
”

’

畠

ー

ヨ

ー

ク

・

タ

イ

ム

ズ

’

蝿

よ

ぴ

”

ザ

・

タ

イ

ム
ズ
・

に

見

る

明

治

期

の
日

本
」

司
新

聞

研
究
』

一

九

八
八

年

二

月

号
、

六
一

－
六

九

頁
。

前

田
哲

男

『
戦

略

爆

撃

の

思
想

－

ゲ

ル

ニ

カ

重

慶

広

島

へ

の

軌

跡
』

朝

日

新

聞

杜
、

一

九

八

八

年
。

宮

川

隆

泰

．

三

輪

員
木

子
『
国

際

膚

報

摩

擦
』
日

本

経

済

薪

聞

杜
、
一

九

八
九

年
。

冒

彗
ｏ
具

昏
『
豊

ミ
ー一

§

ぎ
ｏ
§

§

§

き

ミ
ー

き

§

き

暮

売
§
ミ
鳶

竃
§
－
き

旨
重
一
量
く
婁
岸
：

；

墨

寿
語一
嚢
ｐ

冒

彗

昌
早

宛
ｇ

窒

宍
一

自
害
由

ミ

§

－

§

ミ
巨

き

姜

由
母
ミ
母
這

冨

竃

－
へ
ｐ

－ｏ
毒

竈

∈
邑

嵩

邑

冒

亀

－ｏ
尋
由

軍
鴉
孕

－
竃
芦

奈
昌
彗

Ｌ
而
＝
戸

■
ミ
き
ミ
；

音

き
竈

§

ｏ
葦
ミ

竃
曲
♀

§

さ

『
ミ

竃

竃

－

竃

竃
一

－
昌
ｏ
昌

一

ε

彗

曇

田
８
斤
孕

－
畠
ｏＩ

量

彗

忘
ｏ
巨

彗
・

≦

思

ｏ
邑
二

幸
・

さ

ミ

馬
患

ミ

ミ

『

§
冊

き

包

ミ

幸
ｏ
ぎ

ミ

き

慧

雷

９

冒
ミ

婁

、
ｏ
§

§
田

き
、

き

包
砧
ミ

専

§
ｏ
ミ
時

馬
§

ぎ
一

竃

ミ

ー

竃
一

ま
目
繋
ｏ
轟

；

彗

目
蔓

彗

卑
ｏ
昌

邑
ｏ

寒

宇

甘

幸
一

冨

雲
－

憲
昌
貝

ぎ

鼻

－
・一
，
掌

こ
昌
彗
農
昌

三
署
彗
一、

§

§

§

喜

ミ

き

ぎ

ミ

由
§

§
一

三
目
姜
目

閉而
泰

Ｈ
伊

ぎ
＝
㌍

室
巳
ｏ

（
幸
冒
ユ
ポ

岩

富
〕一

霊

記

員

ｏ
彗
巴
具

§
亜

専

曼
邑
母

良
ざ

ミ

』
§
ミ
母
§

さ
ミ

書

茅
量

宝

べ
“

『
曽

冒

昌

句
呂
９

竃

竃
一

、
署
、岨
。
目

し

彗
由・

』

量

募

ミ

§

婁

ざ
ミ

ミ

き
篶
一
寝

９

ミ

慧
－

§
匙
塞

芽

童

さ
も
§

富

｝
』
ｉ

畠

へ
ぶ

重

弓
ま
岨
貫

岨
ｏ
旨

武

ｏ
■
孝
雪
－

乱

ぎ

…

君

匡

藍

鼻

島
画
｝一

田

〃

１
■

鵯

集
・

近

代

日
本

占

情

覇

■

広
告
と
皇
室
記
号

□

山

本

武

禾

■

一

ほ

じ

め

に

近

代

日

本

で

も

っ
と

も

多

く
使

わ
れ

た

記

号

は

お

そ

ら

く
皇

室

関

係

の

も

の

で

あ
ろ

う
。

そ

れ

は

文

字

と

し

て
、

イ

コ
ソ

（
紋

章
、

肖

像

な

ど
）

と

し

て
、

あ

る
い

は

双

方

の

組

み

合
せ

の

た

か

で
、

さ

ま
ざ

ま

の

場

で

使

用

さ

れ
て

き

た
。

そ

し

て

皇

室

関
係

の
記

号

（
以
下

皇

室

記

号
）

ほ

ど
、

使

う

側

が

神

経

を

張

り

め

ぐ

ら

せ
、

慎

重

に

な

っ

た

も

の

は

な

い

だ

ろ

う
。

そ

れ

ら

の

記

号

は

コ

ミ

ュ

一一

ケ

ー

シ

目

ソ

の

過

程

で
、

情

報

と

し

て

受

け

手

に

伝■
わ

り
、

近

代

日

本

を

さ

ま

ざ

ま

な

形

で

揺

り

動

か

し

て

き

た
。

－
」
こ

で

取

り

あ

げ

る

広

告

に

関

す

る

も

の

が
、

ぼ

う

大

た

皇

室

記

号

の

た

か

で

占

め

る

ウ

エ

イ

ト

は

ご

く

小

さ

い

も

の

で

あ

ろ

う
。

し

か

し

皇

室

記

号

と
広

告

の

関
係

の

追
求

は
、

近

代

日

本

や

そ

の
コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ
畳

ソ

史

の

特

質

に

接

近

す

る
一

つ

の
手
が

か

り

を
提

供

し

て

く

れ

る

か

も

し

れ

な

い
。

篭

者

は
自

薯

『
広

告

の
杜

会

史
』

（
一

九
八

四

年
、

法

政

夫

学
出

版

局
）

収

録

の

「
明

治

後

期

の
杜

会

意

識

と

広

告
」

と

い

う
諭

文

の

校

か

で
、

「
天
呈

観

と
広

告
」

な

る

小

文

を

ま

と
め

た

こ

と

が

あ

る
。

し

か
し

そ
れ

は

時

期

が

明

治

三

十
年

代
に

限
定

さ

れ

て

い

る

上

に
、

民
衆

側

の

資

料

の

み

に

依

拠

し

て

い

る
。

こ

・」
で

は
、
対

象

を
・
」
の

前

後

の

蒔

期

に

広

け

る

漬

か

り

で

た

く
、

政

府

や

広

告

メ

デ

ィ

ア

側

の

資

料

を

も

使

い

た

が

ら
、

５１




